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●
近
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史
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藤
原
道
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の
評
価
●

四
五

三
条
天
皇
朝
に
お
け
る
賢
人
と
し
て
唯
一
取
り
上
げ
ら
れ
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
肖
像
と
と
も
に
略
伝
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
歴
史
研
究
の
中
で
十
分
に
活
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
史
料
で
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
引
用
し
た
い
。

藤
原
朝
臣
道
長
。
兼
家
第
五
子
。
性
豪
爽
負
気
。
兼
家
常
歎
二

美
従
姪
公
任
為
一
レ

人
。

激
二

励
諸
子
一

。
曰
児
輩
寧
得
レ

踏
二

公
任
影
一

哉
。
兄
道
隆
道
兼
慚
赦
不
二

敢
対
一

。

道
長
獨
抛
レ

言
曰
、
児
固
不
レ

欲
レ

踏
レ

影
。
恐
終
踏
二

其
面
一

。
道
長
工
二

詩
歌
一

。
兼

善
二

射
御
一

。
叙
二

従
五
位
下
一

。
累
進
陞
二

正
二
位
左
大
臣
一

。
長
保
二
年
、
其
女
彰

子
立
為
二

中
宮
一

。
上
東
門
院
是
也
。
生
二

後
一
条
後
朱
雀
一

。
後
一
条
即
位
。
道
長

摂
レ

政
。
尋
譲
二

摂
政
其
子
頼
通
一

。
叙
二

従
一
位
一

。
拝
二

太
政
大
臣
一

。
万
寿
四
年
薨
。

年
六
十
二
。
所
レ

著
有
二

蓮
府
秘
抄
一

。
道
長
為
二

外
戚
一

専
二

政
柄
一

。
高
下
在
二

其
下
一

。

帝
屡
幸
二

其
第
一

。
錫
賚
重
畳
。
富
二

於
王
室
一

。
世
称
二

法
成
寺
摂
政
一

。
又
曰
二

御

堂
公
一

。

こ
の
略
伝
は
、『
大
日
本
史
』
列
伝
第
百
三
十
八
巻
を
抄
略
し
た
も
の
で
あ
る
。
冒

頭
の
『
大
鏡
』
に
加
え
、『
小
右
記
』『
栄
華
物
語
』
な
ど
を
引
用
し
た
略
伝
と
と
も
に
、

衣
冠
束
帯
姿
の
道
長
の
肖
像
を
描
き
、『
後
拾
遺
和
歌
集
』
に
あ
る
「
雪
ふ
れ
る
あ
し
た
、

大
納
言
公
任
の
も
と
に
遣
し
け
る
、
お
な
じ
く
ぞ
雪
つ
も
る
ら
ん
と
お
も
へ
ど
も
君
ふ

る
さ
と
は
ま
つ
そ
と
は
る
る
」
の
和
歌
を
添
え
る
。『
前
賢
故
実
』
は
有
職
故
実
の
教

科
書
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
そ
の
肖
像
画
が
明
治
中
期
以
降
の
歴
史
画
に
多
大
な
影
響

を
与
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り（

２
）【
図
版
２
】、
歴
史
教
科
書
編
纂
に
対
し
て
も
影
響

を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

道
長
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
平
安
時
代
史
・
摂
関
時
代
史
研
究
の
分
野
で
、
歴
史

学
、
国
文
学
か
ら
の
研
究
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
明
治
以
降
の
教
科
書
に
彼
が
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
評
価
さ

れ
た
か
に
つ
い
て
、
そ
の
言
及
は
皆
無
に
等
し
い
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
戦
前
、
戦
後
の
研
究
者
た
ち
の
大
半
が

こ
れ
ら
教
科
書
よ
り
歴
史
教
育
を
受
容
し
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
影
響
は
研
究
の
基
礎
を
良
く
も
悪
く
も
支
え
た
こ
と
は

疑
い
な
い
。
従
っ
て
、
教
科
書
に
描
か
れ
た
道
長
像
を
探
っ
て
い
く
こ
と
は
、
決
し
て
無
意
味
な
作
業
で
は
な
い
と
考
え

る
。
そ
し
て
そ
の
作
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
当
館
の
歴
史
教
科
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
、
江
戸
後
期
の
歴
史
書
を
含

む
和
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
は
、
対
象
と
な
る
時
代
の
資
料
を
網
羅
し
て
い
る
点
で
最
適
と
い
え
る
。
本
論
は
そ
の
基
礎
資

料
の
集
積
に
過
ぎ
な
い
が
、
多
く
の
研
究
者
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
論
を
進
め
て
い
く
。

一　

教
科
書
に
描
か
れ
た
藤
原
道
長

明
治
以
降
の
教
科
書
に
描
か
れ
た
道
長
像
を
探
る
に
あ
た
り
、
観
峰
館
収
蔵
の
歴
史
教
科
書
一
三
三
件
、
三
九
七
冊
を
調
査
し
た
。

収
蔵
資
料
は
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
一
部
の
地
域
で
は
な
く
全
国
よ
り
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
明
治
以
降
の
歴
史
教
科
書
編
纂

の
傾
向
を
読
み
解
く
格
好
の
資
料
群
と
自
負
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、藤
原
道
長
と
い
う
人
物
や
行
動
に
対
し
「
専
権
」

「
専
横
」「
驕
侈
」「
奢
僭
」「
驕
僣
」
と
い
う
言
葉
で
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
そ
の
言
葉
は
、
道
長
を
取
り
巻
く

人
物
や
出
来
事
の
記
述
の
中
で
与
え
ら
れ
た
評
価
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、
Ａ
─
三
条
天
皇
、
Ｂ
─
「
関
白
」、
Ｃ
─
法
成
寺
、
Ｄ
─

藤
原
実
資
、
Ｅ
─
望
月
の
歌
、
の
五
種
類
に
大
き
く
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
資
料
に
付
さ
れ
た
資
料
番
号
は
、
末
尾
に

付
し
た
「
観
峰
館
収
蔵　

歴
史
（
日
本
史
）
教
科
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目
録
」
と
対
応
し
て
い
る
。

Ａ　

三
条
天
皇

道
長
に
関
す
る
記
述
で
目
を
惹
く
の
は
、
三
条
天
皇
と
の
関
係
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
道
長
と
三
条
天
皇
と
の
関
係
は
、
先
代
の

一
条
天
皇
と
は
対
照
的
に
良
好
で
は
な
か
っ
た
と
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
特
に
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
の
天
皇
の
眼
病
発
生
以

後
の
関
係
の
悪
化
は
顕
著
で
、
道
長
は
し
ば
し
ば
退
位
を
迫
っ
た
と
い
う
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
明
治
二
十
年
の
検
定
制
度
以
前
の

【図版１】菊池容斎『前賢故実』巻六　「藤原道長」

【図版２】『高等小学古今事歴』巻一　挿絵
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教
科
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

『
日
本
史
略
』
上
（
明
治
八
年
、
Ｒ
Ｎ
Ｉ
─
０
０
１
９
、【
図
版
３
】）

長
和
五
年
正
月
、
天
皇
位
ヲ
皇
太
子
ニ
譲
ル
。
天
皇
眼
疾
ア
リ
。
太
政

大
臣
藤
原
道
長
、
屡
々
諷
シ
テ
位
ヲ
譲
シ
ム
。
天
皇
悦
ハ
ス
。
道
長
医

官
ヲ
シ
テ
金
液
丹
ヲ
進
メ
シ
ム
。
遂
ニ
明
ヲ
失
フ
。

『
校
刻
古
今
紀
要
』
一
（
明
治
十
四
年
、
Ｒ
Ｎ
Ｉ
─
０
０
２
３
）

初
天
皇
眼
ヲ
患
フ
。
道
長
医
ヲ
進
ム
。
医
方
ヲ
誤
リ
遂
ニ
明
ヲ
失
フ
。

道
長
屡
遜
位
ヲ
諷
ス
。
是
ニ
至
リ
テ
脱
屣
ス
。

こ
の
出
来
事
を
う
け
「
天
皇
常
ニ
道
長
ノ
専
権
ヲ
悪
ム
故
ナ
リ
」（
Ｒ
Ｎ

Ｉ
─
０
０
１
９
）
と
し
、両
者
の
対
立
関
係
、道
長
の
「
専
権
」
を
強
調
す
る
。

Ｂ　
「
関
白
」

次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
道
長
が
「
関
白
」
に
就
任
、
あ
る
い
は
「
御
堂

関
白
」
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

『
増
定
小
学
日
本
史
略
』
巻
上　

一
条
天
皇
（
明
治
十
六
年
三
刻
、
Ｒ
Ｎ

Ｉ
─
０
０
２
５
、【
図
版
４
】）

長
徳
元
年
四
月
、
藤
原
道
長
関
白
ト
為
ル
。
道
長
豪
邁
ニ
シ
テ
才
略
ア

リ
。
朝
政
ヲ
専
ハ
ラ
ニ
シ
、
驕
奢
ヲ
極
ム
。

『
校
正
日
本
小
史
』
上
（
明
治
二
十
年
再
版
、
Ｒ
Ｎ
Ｉ
─
０
０
２
６
）

道
長
、
豪
爽
ニ
シ
テ
膽
略
ア
リ
。
一
条
三
条
後
一
条
三
朝
ノ
政
柄
ヲ
握
ル
コ
ト
、
三
十
餘
年
ニ
シ
テ
、
其
四
女
ヲ
四
帝
〈
一
条

三
条
後
一
条
後
朱
雀
〉
ノ
后
妃
ト
シ
、
三
帝
〈
後
一
条
後
朱
雀
後
冷
泉
〉
ノ
外
祖
ト
為
リ
、
身
ノ
栄
達
ニ
シ
テ
、
志
行
ノ
驕
僭

豪
奢
ナ
リ
シ
コ
ト
、
前
代
ニ
嘗
テ
聞
カ
ザ
ル
所
ナ
リ
。
後
、
祝
髪
シ
、
年
六
十
二
ニ
シ
テ
薨
ズ
。
御
堂
関
白
ト
称
ス
。

こ
れ
ら
の
教
科
書
は
、
道
長
が
関
白
の
高
位
に
上
っ
た
こ
と
で
、「
政
柄
全
く
己
に
帰
し
、
百
官
の
黜
陟
進
退
、
其
欲
す
る
所
の

ま
ま
な
ら
ざ
る
は
な
く
、
富
皇
室
に
超
す
、
豪
奢
其
比
を
見
」（
Ｒ
Ｎ
Ｉ
─
０
０
３
９
）
な
い
ま
で
に
な
っ
た
と
す
る
。

Ｃ　

法
成
寺
造
営

道
長
出
家
後
の
寛
仁
三
年
（
一
〇
一
九
）
よ
り
開
始
さ
れ
た
法
成
寺
造
営
も
教
科
書
に
は
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
そ
の
多
く
は
、

造
営
の
際
、
そ
の
資
材
を
ど
こ
か
ら
調
達
し
た
か
で
あ
っ
た
。

『
小
学
校
用
日
本
歴
史
』
巻
之
上
（
明
治
二
十
二
年
三
版
、
Ｒ
Ｎ
Ｉ
─
０
０
３
３
、【
図
版
５
】）

嘗
テ
其
第
ヲ
造
ル
ニ
、
衛
府
ノ
材
木
宮
苑
ノ
礎
石
ヲ
取
リ
テ
其
用
ニ
充
テ
、
諸
国
ニ
課
シ
テ
営
造
セ
シ
ム
。
命
シ
テ
曰
ク
、
寧

ロ
公
事
ヲ
緩
ニ
ス
ル
モ
此
役
ヲ
怠
ル
勿
レ
ト
。
以
テ
其
状
況
ヲ
推
知
ス
ベ
シ
。

『
帝
国
小
史
乙
号
』
巻
之
一
下
（
明
治
二
十
六
年
、
Ｒ
Ｎ
Ｉ
─
０
０
４
３
）

老
年
に
お
よ
び
て
法
成
寺
を
建
て
し
時
、
諸
国
に
課
し
て
之
を
造
営
せ
し
め
、
公
卿
以
下
に
「
寧
ろ
朝
廷
の
事
を
後
に
す
と
も
、

道
長
の
命
令
を
怠
る
勿
れ
」
と
命
じ
、
衛
府
の
材
木
、
宮
苑
の
敷
石
を
取
り
て
、
其
用
に
充
て
た
り
。

『
高
等
小
学
古
今
事
歴
』
巻
一
（
明
治
二
十
六
年
訂
正
再
版
、
Ｒ
Ｎ
Ｉ
─
０
０
３
６
）

其
晩
年
に
法
成
寺
を
京
極
に
建
て
て
、
東
大
寺
に
擬
し
、
公
卿
以
下
に
課
し
て
、
工
事
に
従
ハ
し
む
。
又
其
第
宅
を
禁
闕
に
擬

【図版３】
『日本史略』上　三条天皇

【図版５】
『小学校用日本歴史』巻之上

【図版４】
『増定小学日本史略』巻上
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し
、
水

（
マ
マ
）材
工
役
、
皆
之
を
官
に
取
り
し
と
云
ふ
。

法
成
寺
造
営
を
取
り
上
げ
る
教
科
書
の
多
く
が
、こ
の
行
為
を
「
之
を
藤
原
氏
全
盛
の
時
と
し
、又
専
横
非
道
の
極
と
す
る
な
り
。」

（
Ｒ
Ｎ
Ｉ
─
０
０
４
３
）
と
評
し
て
い
る
。

Ｄ　

藤
原
実
資

同
時
代
に
活
躍
し
た
貴
族
の
一
人
で
あ
る
藤
原
実
資
も
ま
た
、
教
科
書
に
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
藤
原
実
資
は
そ

の
日
記
『
小
右
記
』
で
知
ら
れ
、
望
月
の
詠
歌
に
際
し
、
道
長
に
対
し
「
秀
歌
に
和
せ
ざ
る
は
古
例
な
り
」
と
語
り
毅
然
と
返
歌
を

断
っ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
実
資
に
関
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。

『
高
等
小
学
古
今
事
歴
大
要
』
巻
一
（
明
治
二
十
五
年
、
Ｎ
Ｉ
Ｎ
─
０
０
０
４
）

朝
廷
の
臣
、
皆
道
長
に
屈
従
せ
し
も
、
実
資
獨
毅
然
と
し
て
動
か
ず
。
天
皇
為
に
深
く
之
に
依
頼
し
給
へ
り
。
上
東
門
院
の
入

内
す
る
や
、
道
長
時
の
名
家
に
乞
ひ
て
、
和
歌
の
屏
風
を
作
り
し
に
、
実
資
拒
て
之
を
作
ら
ず
。
亦
其
人
と
な
り
を
知
る
べ
し
。

後
一
条
天
皇
嘗
て
凶
夢
を
夢
み
給
ひ
し
に
、
佛
経
を
誦
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
勧
む
る
者
あ
り
。
実
資
之
を
止
め
て
曰
く
、
陛
下
唯

己
を
正
し
く
し
て
、
政
を
修
め
給
ハ
ヾ
、
如
何
な
る
凶
邪
も
、
之
を
犯
す
こ
と
能
ハ
ざ
る
べ
し
と
、
其
人
の
剛
直
な
る
こ
と
、

概
ね
此
の
如
し
。
是
に
よ
り
、
道
長
も
常
に
此
人
に
畏
服
せ
り
と
云
ふ
。

『
新
撰
小
学
歴
史
』
巻
上
（
明
治
二
十
年
訂
正
出
版
、Ｒ
Ｎ
Ｉ
─
０
０
３
２
、

【
図
版
６
】）

帝
（
三
条
）
大
納
言
済
時
の
女
を
立
て
ゝ
皇
后
と
し
給
ふ
。
是
よ
り
先

き
。
道
長
其
第
二
女
を
納
れ
て
女
御
と
す
。
此
に
於
て
中
宮
た
り
。〈
皇

后
。
中
宮
と
並
び
立
つ
る
こ
と
一
条
帝
の
御
時
に
始
ま
る
。〉
道
長
陰

に
懌
す
。
故
に
皇
后
冊
立
の
日
。
廷
臣
道
長
を
憚
り
て
朝
す
る
者
な
し
。
獨
右
大
将
実
資
〈
実
頼
の
孫
〉
い
は
く
。
我
豈
権
臣

に
阿
り
て
王
事
を
忽
に
せ
ん
や
と
。
中
納
言
隆
家
等
数
人
と
入
朝
し
て
嘉
会
に
預
れ
リ
。
実
資
剛
直
に
し
て
操
行
あ
り
。
世
人

賢
右
府
と
称
し
。
帝
亦
竊
に
依
頼
し
給
ふ
。

道
長
を
「
専
横
」
な
ど
と
批
判
し
た
の
に
対
し
、
実
資
は
「
天
皇
も
こ
れ
に
依
頼
し
給
ひ
ぬ
」（
Ｎ
Ｉ
Ｎ
─
０
０
３
２
）
存
在
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
。

Ｅ　

望
月
の
歌

望
月
の
歌
は
、
道
長
の
栄
華
の
絶
頂
を
示
す
逸
話
と
し
て
、
明
治
二
十
年
代
半
ば
頃
よ
り
し
ば
し
ば
教
科
書
に
見
ら
れ
る
。

『
小
学
校
用
日
本
歴
史
』
巻
之
上
（
明
治
二
十
二
年
三
版
、
Ｒ
Ｎ
Ｉ
─
０
０
３
３
）

道
長
曽
テ
和
歌
ヲ
詠
ジ
テ
曰
ク
、

此
世
を
バ
我
世
と
ぞ
お
も
ふ
望
月
の
か
け
た
る
事
も
な
し
と
お
も
へ
ば

藤
原
氏
ノ
奢
僭
、
此
ニ
至
リ
テ
極
マ
レ
リ
ト
謂
フ
ベ
シ
。

『
高
等
小
学
古
今
事
歴
大
要
』
巻
一
（
明
治
二
十
五
年
、
Ｎ
Ｉ
Ｎ
─
０
０
０
４
）

一
家
三
后
を
出
し
て
、
天
皇
の
外
祖
と
な
り
し
ハ
、
前
古
に
比
類
な
き
な
り
。
嘗
て
上
東
門
院
の
第
に
会
集
し
た
り
し
が
、
道

長
喜
に
勝
へ
ず
し
て
、
和
歌
を
作
る
。

こ
の
世
を
ば
我
世
と
ぞ
思
ふ
望
月
の
、

か
け
た
る
こ
と
も
な
し
と
思
へ
ば
。

道
長
の
驕
僣
、
以
て
知
る
べ
し
。

【図版６】
『新撰小学歴史』巻上
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史
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一

こ
の
歌
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、「
此
の
歌
は
、
お
の
が
望
の
皆
か
な
ひ
た
る
を
、

十
五
夜
の
満
月
に
引
き
く
ら
べ
て
、
此
の
世
は
お
の
れ
一
人
の
も
の
ぞ
と
い
ふ

意
味
に
し
て
、其
の
栄
華
に
ほ
こ
れ
る
さ
ま
を
知
る
べ
し
。」（『
尋
常
小
学
国
史
』

上
巻
、
大
正
九
年
、
Ｒ
Ｎ
Ｉ
─
０
０
６
５
、【
図
版
７
】）
と
さ
れ
、
こ
れ
を
も
っ

て
道
長
の
評
価
を
「
藤
原
氏
ノ
奢
僭
、
此
ニ
至
リ
テ
極
マ
レ
リ
ト
謂
フ
ベ
シ
。」

と
し
て
い
る
。

二
、
藤
原
道
長
の
評
価
の
検
討

次
に
、
Ａ
か
ら
Ｅ
の
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
根
拠
は
い
ず
れ
に
あ
る
の
か
、

は
た
し
て
そ
の
評
価
は
妥
当
で
あ
る
の
か
、
各
々
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ａ　

三
条
天
皇

三
条
天
皇
が
そ
の
眼
疾
を
理
由
に
道
長
に
譲
位
を
促
さ
れ
た
こ
と
は
、
藤
原
実
資
の
日
記
『
小
右
記
』
な
ど
に
詳
し
い
が
、
こ
れ

ら
の
教
科
書
は
、
そ
の
原
因
を
、
道
長
が
医
官
に
命
じ
て
処
方
し
た
投
薬
に
よ
り
、
あ
る
い
は
道
長
が
遣
わ
せ
た
医
官
が
処
方
を
誤

り
失
明
し
た
と
す
る
。
こ
れ
は
道
長
の
日
記
『
御
堂
関
白
記
』
を
は
じ
め
、『
小
右
記
』、
あ
る
い
は
同
時
代
の
記
録
類
に
は
言
及
が

な
く
、
史
実
と
し
て
の
客
観
的
な
裏
付
け
を
持
た
な
い
。
こ
の
記
述
の
淵
源
は
、
江
戸
後
期
に
出
版
さ
れ
た
二
つ
の
歴
史
書
に
求
め

ら
れ
る
。

『
国
史
略
』
巻
之
三
（
岩
垣
東
園　

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）、
Ｗ
Ｒ
Ｅ
─
０
１
３
１
、【
図
版
８
】）

帝
憤
二

道
長
専
権
一

既
而
不
豫
。
医
官
誤
レ

治
進
以
二

金
液
丹
一

〈
一
作
二

紅
雪
一

〉。
遂
至
二

失
明
一

。

『
日
本
政
記
』
巻
之
八　

三
条
天
皇
（
頼
山
陽　

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）、

Ｗ
Ｒ
Ｅ
─
０
０
９
０
）

十
一
月
禁
内
火
。
復
徙
二

枇
杷
第
一

。
目
疾
不
レ

癒
。
道
長
使
二

医
官
一

以
二

寒
水
一

進
二

金
液
丹
一

。
遂
失
明
。

江
戸
後
期
の
儒
学
者
で
あ
る
岩
垣
東
園
が
著
し
た
『
国
史
略
』
は
、
歴
代

天
皇
の
通
史
で
、
神
代
か
ら
後
陽
成
天
皇
の
聚
楽
第
行
幸
ま
で
を
叙
述
す
る
。
ま
た
頼
山
陽
の
『
日
本
政
記
』
は
、
同
じ
く
歴
代
天

皇
の
簡
略
な
通
史
で
、
一
条
か
ら
後
一
条
天
皇
の
項
に
道
長
の
記
述
が
あ
る
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
制
定
さ
れ
た
「
小
学
教

則
」
に
よ
れ
ば
第
六
学
年
前
期
の
第
六
級
の
史
学
輪
講
に
お
い
て
『
国
史
略
』
を
生
徒
に
自
習
さ
せ
順
番
に
講
読
さ
せ
る
こ
と
を
指

示
し
て
お
り（

３
）、

そ
の
内
容
が
教
科
書
の
素
材
と
な
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
そ
し
て
い
ず
れ
の
史
料
に
も
「
金
液
丹
」
を
処
方
し
た
た

め
に
三
条
天
皇
が
失
明
し
た
と
す
る
が
、『
国
史
略
』
は
医
官
が
処
置
を
誤
っ
た
と
し
て
い
る
反
面
、『
日
本
政
記
』
で
は
道
長
が
医

官
に
命
じ
た
結
果
、
と
両
者
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
異
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
が
歴
史
事
実
と
し
て
必
ず
し
も
実
証
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。「
金
液
丹
」
は
『
大
鏡
』
に
よ
れ

ば
三
条
天
皇
が
目
病
を
発
症
し
た
時
に
服
用
し
た
薬
で
不
老
長
寿
の
薬
と
さ
れ
、『
小
右
記
』
に
は
「
丹
薬
」
を
服
用
し
た
が
、
近

頃
は
片
目
、
片
耳
が
聞
こ
え
な
い
状
態
で
あ
っ
た
（
長
和
三
年
三
月
一
日
条
）。
ま
た
侍
医
を
務
め
る
清
原
為
信
が
奏
上
し
た
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
そ
の
症
状
で
あ
れ
ば
「
紅
雪
」
を
服
用
す
べ
き
で
あ
る
、
と
の
こ
と
だ
っ
た
（
同
月
三
日
条
）。
小
右
記
の
記
事
か

ら
は
、
道
長
が
命
じ
た
と
か
、「
金
液
丹
」
あ
る
い
は
「
紅
雪
」
を
服
用
し
た
か
ら
失
明
し
た
と
い
う
事
実
は
見
出
せ
な
い
。
そ
の

こ
と
は
、『
校
刻
古
今
紀
要
』
が
明
治
十
四
年
に
出
版
さ
れ
た
後
、『
訂
正
古
今
紀
要
』（
明
治
十
八
年
、
Ｎ
Ｉ
Ｎ
─
０
０
２
９
）
に

お
い
て
該
当
部
分
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

ま
た
三
条
天
皇
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
そ
の
嫡
男
・
敦
明
親
王
の
廃
太
子
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
件
は
主
に

『
小
右
記
』
に
取
材
し
た
も
の
で
あ
る
。

【図版7】『尋常小学国史』上巻【図版８】『国史略』
巻之三　三条天皇
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『
翻
刻
再
版
日
本
略
史
』
上
（
明
治
十
年
、
Ｎ
Ｉ
Ｎ
─
０
０
０
１
）

三
条
天
皇
、
勅
シ
テ
、
子
敦
明
親
王
ヲ
立
テ
、
後
一
条
天
皇
ノ
儲
貳
ト
ス
。
其
ノ
統
ヲ
存
セ
ン
コ
ト
ヲ
、
欲
ス
レ
バ
ナ
リ
。
既

ニ
シ
テ
、
東
宮
、
位
ヲ
辞
ス
。
道
長
奏
シ
テ
、
小
一
条
院
ト
号
シ
、
上
皇
ニ
准
ジ
、
皇
弟
、
敦
良
親
王
〈
後
朱
雀
天
皇
〉
ヲ
立

テ
、
皇
太
弟
ト
ス
。

『
増
訂
日
本
小
史
』
上
（
明
治
二
十
九
年
、
Ｒ
Ｎ
Ｉ
─
０
０
４
６
）

皇
子
敦
明
親
王
〈
母
ハ
藤
原
済
時
ノ
女
〉
ヲ
其
太
子
ト
ス
。
帝
ヨ
リ
長
ズ
ル
コ
ト
十
四
歳
ニ
シ
テ
、
且
道
長
ノ
意
ニ
ア
ラ
ズ
。

三
条
崩
ジ
タ
ル
後
ハ
、
臣
僚
道
長
ヲ
畏
レ
東
宮
ニ
起
居
ス
ル
者
ナ
シ
。
太
子
楽
マ
ズ
。
遂
ニ
位
ヲ
遜
ル
。

教
科
書
の
中
に
は
「
道
長
大
に
喜
び
て
、
之
を
廃
し
、」（
Ｒ
Ｎ
Ｉ
─
０
０
５
４
）
や
「
肯
ヲ
矯
シ
テ
、
敦
明
ヲ
廃
シ
、」（
Ｒ
Ｎ
Ｉ

─
０
０
１
４
）
と
あ
り
、
確
か
に
敦
良
親
王
（
後
の
後
朱
雀
天
皇
）
が
立
太
子
し
た
こ
と
に
よ
り
「
道
長
の
専
横
、
是
に
至
り
て
極

ま
」（
Ｒ
Ｎ
Ｉ
─
０
０
５
０
）
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
敦
明
親
王
の
立
太
子
は
、
三
条
天
皇
と
道
長
と
の
政
治
的
駆
け
引
き
の
中
で

決
定
し
た
こ
と
で
あ
り
、
三
条
天
皇
崩
御
後
の
有
力
な
後
見
を
も
た
な
い
親
王
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
「
楽
し
み
給
は
」
ざ
る
状
況
で

あ
っ
た（

４
）。
従
っ
て
、
こ
の
事
件
を
も
っ
て
道
長
を
批
判
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
一
条
天
皇
と
の
関
係
は
と
い
う
と
、
教
科
書
に
は
強
調
し
て
描
か
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。「
関
白
、
藤
原
道
長
、
権
ヲ

専
ニ
ス
。
天
皇
、
心
コ
レ
ヲ
疾
ム
ト
雖
モ
遂
ニ
制
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。」（
Ｎ
Ｉ
Ｎ
─
０
０
０
１
）
と
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

一
条
天
皇
に
関
す
る
内
容
は
、
道
長
と
の
関
係
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
優
れ
た
治
世
へ
の
評
価
に
重
き
が
置
か
れ
、
三
条
天
皇
と

は
対
照
的
で
あ
っ
た
。

Ａ　
「
関
白
」

道
長
が
関
白
に
就
い
て
い
な
い
こ
と
は
『
御
堂
関
白
記
』
や
『
小
右
記
』
な
ど
の
日
記
史
料
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

多
く
が
太
政
官
文
書
の
内
覧
を
許
可
さ
れ
た
こ
と
と
の
混
同
に
よ
り
生
じ
て
い
る
。「
内
覧
」
と
は
、
天
皇
に
奏
上
す
る
あ
る
い
は

天
皇
が
裁
可
を
下
す
文
書
を
事
前
に
確
認
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
関
白
の
職
務
内
容
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
に
生
じ
た
誤
解
で

あ
る（

５
）。

と
こ
ろ
で
道
長
を
「
関
白
」
と
す
る
の
は
い
つ
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
平
安
中
期
に
そ
の
正
編
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
栄
華
物

語
』
に
は
「
こ
の
粟
田
殿
（
道
兼
）
の
御
事
の
後
よ
り
、
五
月
十
一
日
に
ぞ
、
左
大
将
（
道
長
）、
天
下
お
よ
び
百
官
執
行
と
い
う

宣
旨
く
だ
り
て
、
い
ま
は
関
白
殿
と
聞
え
さ
せ
て
、
又
な
ら
ぶ
人
な
き
御
あ
り
さ
ま
な
り
。」（
巻
第
四
み
は
て
ぬ
ゆ
め
）
と
あ
り
、

既
に
説
話
文
学
の
中
で
は
「
関
白
」
と
書
か
れ
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
陽
明
文
庫
所
蔵
の
『
摂
関
系
図
』
に
も
「
寛
弘
八
年
八
廿
三

関
白
」
と
あ
り（

６
）、

鎌
倉
末
期
頃
成
立
と
さ
れ
る
『
一
代
要
記
』
に
も
同
日
の
記
事
と
し
て
「
道
長
関
白
如
レ

故
」、
鎌
倉
末
期
頃
の
成

立
が
有
力
と
さ
れ
る
『
帝
王
編
年
記
』
も
ま
た
「
是
日
為
二

関
白
一

」
と
す
る
。

こ
の
認
識
は
『
日
本
政
記
』
や
『
国
史
略
』
と
い
っ
た
江
戸
時
代
の
歴
史
書
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
前
者
は
、
道
長
薨
去
の

記
事
に
「
称
二

法
成
寺
摂
政
一

。
又
称
二

御
堂
関
白
一

。」
と
し
て
い
る
。
後
者
は
、
一
条
天
皇
の
長
徳
元
年
に
「
道
長
為
二

関
白
一

」、
治

安
二
年
の
法
成
寺
金
堂
落
成
の
大
法
会
で
は
「
自
レ

是
以
後
世
人
称
二

道
長
一

為
二

御
堂
関
白
一

。」
と
し
、
と
も
に
「
関
白
」
と
い
う
表

現
が
み
え
る
。

と
こ
ろ
が
『
大
日
本
史
』
は
異
な
る
解
釈
を
取
っ
て
い
る
。
水
戸
藩
が
編
纂
し
た
『
大
日
本
史
』【
図
版
９
】
は
、
一
条
か
ら
後

一
条
天
皇
の
項
に
道
長
の
記
述
が
あ
り
、
ま
た
第
百
三
八
巻
列
伝
に
は
藤
原
道
長
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
条
天
皇
と
三
条
天

皇
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、「
道
長
漸
弄
二

威
権
一

、帝
（
一
条
）
厭
レ

之
。」
や
「
道
長
屡
勧
二

帝
禅
位
一

、帝
悪
レ

之
。」
な
ど
道
長
の
「
横

暴
」
ぶ
り
が
語
ら
れ
て
い
る
。『
大
日
本
史
』
が
著
述
の
素
材
と
し
て
い
る
の
は
、『
小
右
記
』
な
ど
の
日
記
史
料
、『
日
本
紀
略
』『
扶

桑
略
記
』『
公
卿
補
任
』『
尊
卑
分
脈
』『
愚
管
抄
』
な
ど
の
歴
史
史
料
、『
栄
華
物
語
』『
大
鏡
』『
古
事
談
』『
古
今
著
聞
集
』
な
ど

の
説
話
文
学
な
ど
で
あ
る
。
一
部
で
あ
る
が
、『
御
堂
関
白
記
』
も
引
用
さ
れ
、「
所
レ

著
有
二

蓮
府
秘
鈔
一

。
其
日
録
曰
二

法
成
寺
摂
政

記
一

。」
と
あ
る（

７
）。
そ
し
て
「
関
白
」
に
関
し
て
は
、「
而
案
二

諸
書
一

、
無
下

道
長
為
二

関
白
一

之
文
上

。
故
不
レ

取
。」【
図
版
10
】
と
し
、

道
長
の
「
関
白
」
就
任
を
否
定
し
て
い
る
。

道
長
を
「
関
白
」
と
す
る
背
景
に
は
、『
御
堂
関
白
記
』
と
い
う
日
記
の
名
称
の
影
響
も
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
名
称
は
、
近
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史
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五

衞
家
凞
の
新
写
本
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
由
来
し（

８
）、
近
年
で
は
近
衞
家

に
伝
わ
る
「
歴
代
関
白
記
」
の
祖
と
い
う
位
置
付
け
の
中
で
説
明
さ
れ

る
こ
と
が
多
い（

９
）。

し
か
し
な
ぜ
「
御
堂
関
白
記
」
と
称
さ
れ
た
か
に
つ

い
て
、
明
確
に
説
明
し
た
も
の
は
な
く
、「
後
世
日
記
に
題
名
を
付
し

た
子
孫
の
尊
敬
の
念
が
反
映
し
て
い
る

（
１
０
）」
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
て
い

る
に
過
ぎ
な
い

（
１
１
）。

な
お
「
関
白
」
と
い
う
記
述
は
、
国
定
教
科
書
制
度
以
降
の
歴
史
教

科
書
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
内
容
の
修
正
が
な
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ｃ　

法
成
寺
造
営

法
成
寺
造
営
は
、『
小
右
記
』『
栄
華
物
語
』
に
取
材
し
た
も
の
で
あ
る
。『
小
右
記
』
に
は
、
法
成
寺
講
堂
の
礎
石
の
料
に
関
し

て
「
或
取
二

宮
中
諸
司
石
・
神
泉
苑
門
并
乾
臨
閣
石
一

。
或
取
二

坊
門
・
羅
城
門
・
左
右
京
職
・
寺
々
石
一

云
々
。」
と
い
っ
た
内
容
が

記
さ
れ
、
実
資
は
「
可
レ

嘆
可
レ

悲
、
不
レ

足
レ

言
。」
と
悲
嘆
の
声
を
挙
げ
て
い
る
（『
小
右
記
』
治
安
三
年
六
月
九
日
・
十
日
条
）。

法
成
寺
造
営
に
伴
う
批
判
は
、
明
治
二
十
年
代
後
半
頃
よ
り
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
頃
よ
り
『
小
右
記
』
な
ど
道
長
が

生
き
た
時
代
に
近
い
史
料
を
も
と
に
、
よ
り
客
観
性
を
持
っ
た
歴
史
事
実
に
よ
る
批
判
へ
と
転
換
し
て
い
く
。

Ｄ　

藤
原
実
資

道
長
と
実
資
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、『
小
右
記
』
に
書
か
れ
る
一
連
の
日
記
よ
り
、
実
資
は
道
長
に
対
し
批
判
的
な
評
価
を

与
え
て
い
た
こ
と
が
目
立
つ
が
、
教
科
書
の
中
に
「
道
長
も
常
に
此
人
に
畏
服
せ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
道
長
が
時
に
儀
式
作
法
の

見
解
を
尋
ね
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
実
資
も
ま
た
望
ま
し
い
儀
式
の
次
第
・
作
法
か
ら
道
長
が
逸
脱
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
道
長
が

天
皇
に
対
す
る
「
不
忠
」
な
行
動
を
と
っ
た
場
合
に
の
み
批
判
を
す
る
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
道
長
の
人
物
に
つ
い
て
批
判
し
て

い
る
訳
で
は
な
い

（
１
２
）。

ま
た
、
皇
后
冊
立
の
日
の
妨
害
説
（
Ｒ
Ｎ
Ｉ
─
０
０
３
２
）
に
関
し
て
も
、
こ
れ
を
引
用
す
る
教
科
書
が
『
小
右
記
』
を
引
用
し

た
結
果
生
じ
た
批
判
に
過
ぎ
な
い
。「
作
為
的
な
嫌
が
ら
せ
」
と
い
う
よ
り
は
、
後
見
の
な
い
皇
后
の
立
后
へ
の
不
信
と
い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
か

（
１
３
）。

Ｅ　

望
月
の
歌

望
月
の
歌
は
、『
小
右
記
』
に
記
さ
れ
た
た
め
に
、
そ
の
後
の
説
話
文
学
や
歴
史
書
の
多
く
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

歌
の
詠
み
手
で
あ
る
道
長
の
日
記
に
は
、「
於
レ

此
余
詠
二

和
歌
一

」
と
記
す
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
道
長
の
日
記
に
向
か
う
姿
勢
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
り
、「
か
き
と
め
る
こ
と
を
た
め
ら
わ
せ
た
」
と
か
、「
書
き
留
め
る
気
持
ち
が
な
か
っ
た
」
な

ど
の
見
解
が
あ
る

（
１
４
）。

そ
こ
で
改
め
て
、
望
月
の
歌
を
詠
ん
だ
そ
の
場
面
の
状
況
を
見
て
い
く
と
、
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
十
月
十
六
日
、
内
裏
に
お

い
て
後
一
条
天
皇
の
女
御
で
あ
る
威
子
に
対
し
立
后
の
宣
命
が
下
さ
れ
、
威
子
が
居
る
土
御
門
第
に
お
い
て
酒
宴
が
行
わ
れ
た
。
終

盤
に
差
し
掛
か
っ
た
頃
の
こ
と
、
道
長
は
「
一
家
立
二

三
后
一

、
未
曾
有
」
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
実
資
に
対

し
、「
可
二

勧
盃
於
我
子
一

」
と
戯
れ
て
述
べ
た
り
、
中
宮
よ
り
禄
を
給
う
際
に
は
「
祖
の
得
二

子
禄
一

ハ
有
や
」
と
述
べ
た
り
、
酔
い

も
回
り
良
い
気
分
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
実
資
を
招
き
呼
び
て
望
月
の
歌
を
詠
む
の
で
あ
る
が
、
あ
え
て
実
資
に
対
し
和
す
こ

と
を
求
め
、
か
つ
「
非
二

宿
構
一

」（
前
も
っ
て
準
備
し
て
い
た
歌
で
は
な
い
）
と
前
置
き
し
て
い
る
こ
と
、何
よ
り
『
御
堂
関
白
記
』

に
「
於
レ

此
余
詠
二

和
歌
一

」
と
の
み
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
長
の
本
心
を
込
め
た
歌
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
や
は
り
疑
問
符

が
付
く
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
歌
を
遣
り
取
り
し
た
こ
と
が
多
く
遺
る
公
任（

１
５
）は
行
成
と
と
も
に
「
依
二

故
四
条
宮
宮
司
一

」
る
た
め
不

参
で
あ
っ
た
が
、
果
た
し
て
冷
静
で
あ
っ
た
な
ら
ば
実
資
に
和
す
こ
と
を
求
め
た
だ
ろ
う
か
。

従
っ
て
、
望
月
の
歌
を
詠
む
行
為
を
以
て
道
長
を
「
奢
僭
」
な
ど
と
評
価
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
早
く
言
及
し

た
の
は
、
日
本
古
典
全
集
『
御
堂
関
白
記
』
の
中
で
「
御
堂
関
白
歌
集
の
後
に
」
を
書
い
た
与
謝
野
晶
子
で
あ
る
。
彼
女
は
道
長
が

実
資
に
望
月
の
歌
を
示
そ
う
と
し
た
行
為
を
「
酔
中
の
戯
謔
」
と
し
、「
徳
川
期
の
史
家
儒
学
が
驕
恣
の
語
と
し
て
此
歌
を
解
し
た

【図版10】
『大日本史』
第三九巻本紀

三条天皇

【図版9】
『大日本史』
第百三八巻列伝
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五
六

●
近
代
歴
史
教
科
書
に
お
け
る
藤
原
道
長
の
評
価
●

五
七

る
よ
り
、
今
も
な
お
此
の
誤
解
を
襲
ひ
て
道
長
を
悪
し
ざ
ま
に
言
う
人
人
」
が
あ
る
こ
と
を
問
題
と
し
て
い
る

（
１
６
）。

確
か
に
『
日
本
政
記
』
は
、
望
月
の
歌
に
つ
い
て
、「
是
道
長
一
家
三
后
。
帝
與
二

大
弟
一

、
並
為
二

外
孫
一

。
嘗
同
二

集
上
東
門
第
一

。

道
長
喜
作
レ

歌
自
頌
。
以
二

月
望
無
一
レ

自
喩
。
以
語
二

右
大
将
実
資
一

、
使
レ

和
レ

之
。
実
資
辞
曰
、
秀
歌
不
レ

和
。
自
レ

古
然
也
。」
と
し
、

ま
た
『
大
日
本
史
』
は
、「
是
歳
（
寛
仁
二
年
）
十
月
十
六
日
、
女
威
子
立
為
二

中
宮
一

。
道
長
不
レ

勝
レ

喜
、
詠
寓
レ

志
曰
」
と
解
釈
し

て
い
る
。
こ
の
『
大
日
本
史
』
の
引
用
に
つ
い
て
与
謝
野
晶
子
は
、「
其
夜
の
打
ち
解
け
た
る
情
景
を
伝
え
ず
」
と
評
し
て
い
る

（
１
７
）。

な
お
『
高
等
小
学
国
史
』
上
巻
（
昭
和
二
年
、
Ｒ
Ｎ
Ｉ
─
０
０
６
６
）
に
は
、
三
条
天
皇
の
詠
歌
「
心
に
も
あ
ら
で
う
き
世
に
な

が
ら
へ
ば
こ
ひ
し
か
る
べ
き
夜
は
の
月
か
な
」
に
続
き
「
道
長
は
同
じ
雲
井
の
月
を
な
が
め
て
、
望
月
の
か
け
た
る
こ
と
な
き
栄
華

を
ほ
こ
れ
り
。
道
長
の
皇
室
を
し
の
ぎ
て
我
が
ま
ゝ
な
る
、
こ
れ
を
以
て
も
知
る
べ
し
。」【
図
版
11
】
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
同
じ

雲
井
を
な
が
め
」
た
は
ず
の
両
者
が
、
ま
っ
た
く
異
な
る
雰
囲
気
を
持
つ
和
歌
を
詠
む
、
そ
の
対
比
を
伝
え
る
記
述
方
法
は
、
こ
れ

ま
で
の
教
科
書
と
は
異
な
る
物
語
性
を
有
し
て
い
る
。

以
上
、
Ａ
か
ら
Ｅ
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
が
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｅ
に
関
し

て
は
、
そ
の
批
判
は
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な
く
、
Ｄ
は
、
特
に
三
条
天
皇

の
時
代
に
お
い
て
そ
の
忠
義
に
お
い
て
対
照
的
で
あ
り
、
道
長
へ
の
批
判

材
料
と
な
り
得
る
が
、
こ
れ
は
『
小
右
記
』
と
い
う
実
資
の
視
点
か
ら
み

た
道
長
像
に
過
ぎ
な
い
。
道
長
へ
の
批
判
の
材
料
と
な
り
う
る
の
は
、
唯

一
Ｃ
の
み
で
あ
る
。

三　

藤
原
道
長
の
評
価
の
論
理

で
は
な
ぜ
、
藤
原
道
長
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
教
科
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
ま
ず
、
教
科
書
の
中
で
道
長
に

対
し
肯
定
的
な
評
価
を
し
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

例
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
評
価
が
あ
る
。

『
小
学
校
用
日
本
歴
史
外
編
』
第
一
（
明
治
二
十
六
年
、
Ｒ
Ｎ
Ｉ
─
０
０
４
２
）

道
長
ガ
関
白
タ
リ
シ
一
条
天
皇
ノ
御
世
ハ
彼
ノ
紫
式
部
ノ
出
デ
シ
時
ニ
シ
テ
、
其
ノ
他
清
少
納
言
、
和
泉
式
部
、
小
式
部
ナ
ド

云
フ
才
女
多
カ
リ
キ
。

確
か
に
、
一
条
天
皇
の
時
代
に
は
、
多
く
の
文
人
が
輩
出
さ
れ
、『
源
氏
物
語
』
な
ど
優
れ
た
文
芸
も
生
ま
れ
た
。
一
条
朝
の
四

納
言
と
呼
ば
れ
る
優
れ
た
政
治
家
も
登
場
し
、
そ
の
中
に
は
「
三
蹟
」
の
一
人
で
あ
る
藤
原
行
成
、「
三
舟
の
才
」
で
有
名
な
藤
原

公
任
も
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、「
此
時
ニ
当
リ
テ
、
宗
室
ニ
、
兼
明
親
王
〈
前
中
書
王
ト
イ
フ
〉
源
高
明
〈
共
ニ
村
上
ノ
弟
〉
具
平
親
王
〈
後

中
書
王
、
村
上
ノ
子
、〉
等
ア
リ
。
其
他
廷
臣
ニ
大
江
匡
衡
等
ア
リ
テ
、
博
学
英
才
ノ
者
多
ケ
レ
共
、
藤
氏
宗
族
朝
ニ
満
チ
テ
、
皆

用
イ
ラ
レ
ズ
。」（『
増
訂
日
本
小
史
』
上
明
治
二
十
六
年
、Ｒ
Ｎ
Ｉ
─
０
０
４
６
）
と
い
う
批
判
を
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、

一
条
朝
に
お
い
て
多
く
の
文
人
を
輩
出
で
き
た
の
は
、
一
条
天
皇
と
道
長
と
に
よ
る
治
世
が
安
定
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
道
長
自
身
に
言
及
し
た
評
価
と
い
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

『
小
学
内
国
史
甲
種
』
巻
二
（
明
治
三
十
四
年
、
Ｒ
Ｎ
Ｉ
─
０
０
５
６
）

【図版11】『高等小学国史』上巻
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五
八

●
近
代
歴
史
教
科
書
に
お
け
る
藤
原
道
長
の
評
価
●

五
九

道
長
長
ズ
ル
ニ
及
ビ
テ
書
ヲ
能
ク
シ
、
詩
歌
ニ
巧
ミ
ナ
リ
。
当
時
柔
弱

ナ
ル
公
卿
ノ
間
ニ
在
リ
テ
弓
馬
ノ
道
ニ
達
シ
、
又
膽
力
ア
リ
テ
急
ニ
臨

ミ
テ
驚
カ
ズ
。

『
小
学
校
用
日
本
歴
史　
後
編
』
第
二
（
明
治
二
十
六
年
、
Ｒ
Ｎ
Ｉ
─
０
０

４
１
、【
図
版
12
】）

道
長
建
築
ヲ
好
ミ
シ
ヨ
リ
其
ノ
術
進
歩
シ
、
家
屋
ノ
體
裁
一
般
ニ
丈
高

ク
ナ
レ
リ
。

前
者
は
、『
大
鏡
』
な
ど
の
説
話
文
学
に
取
材
し
た
も
の
で
あ
る
が
、「
書
ヲ
良
ク
シ
」
に
関
し
て
は
、『
御
堂
関
白
記
』
と
い
う

自
筆
本
が
遺
る
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（
１
８
）。

ま
た
建
築
に
関
し
て
い
え
ば
、
法
成
寺
造
営
と
い
う
事
実
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
法
成
寺
造
営
に
つ
い
て
は
、『
小
右
記
』

寛
仁
三
年
（
一
〇
一
九
）
七
月
十
七
日
条
に
よ
る
と
、
道
長
は
丈
六
金
色
阿
弥
陀
佛
十
躰
と
四
天
王
像
を
安
置
す
る
た
め
の
阿
弥
陀

堂
の
建
造
に
着
手
し
た
が
、
受
領
一
人
一
人
に
一
間
四
方
を
配
当
し
、
彼
ら
の
責
任
を
も
っ
て
作
ら
せ
る
と
い
う
大
胆
な
采
配
を
振

る
っ
て
い
る
。
加
え
て
こ
の
造
営
の
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
思
想
史
面
、
美
術
史
面
か
ら
も
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り

（
１
９
）、

あ
な
が

ち
見
当
違
い
の
指
摘
で
は
な
い
よ
う
に
思
う（

２
０
）。

し
か
し
、
道
長
の
評
価
は
す
べ
て
文
化
面
で
の
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
当
時
の
歴
史
学
の
限
界

で
あ
り
、
ま
た
教
科
書
が
素
材
と
し
た
江
戸
時
代
の
歴
史
書
の
限
界
で
も
あ
っ
た
。
戦
後
、
歴
史
学
の
発
展
と
と
も
に
よ
う
や
く
道

長
な
ら
び
に
摂
関
政
治
に
対
す
る
言
及
が
教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
戦
後
ま
も
な
く
に
出
版
さ
れ
た
教

科
書
に
は
、「
摂
関
政
治
で
は
、
国
政
の
事
務
が
、
摂
政
や
関
白
の
家
政
を
行
ふ
政
所
で
と
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
家
の
利
害

に
よ
っ
て
政
治
を
左
右
し
、国
費
を
流
用
し
、ま
た
官
吏
を
私
用
に
使
ふ
な
ど
、公
私
の
別
は
ま
っ
た
く
か
へ
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
。」

（『
日
本
の
歴
史
』
昭
和
二
十
七
年
、
Ｒ
Ｎ
Ｉ
─
０
０
７
２
）
と
い
う
、
所
謂
「
政
所
政
治
論
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る

（
２
１
）。

道
長
の
評
価
は
、
な
お
戦
前
を
引
き
ず
り
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

観
峰
館
収
蔵
品
の
中
に
は
、歴
史
教
育
を
受
け
た
側
の
人
間
の
感
想
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。『
尋
常
小
学
国
史
』上
巻（
昭

和
九
年
、
Ｒ
Ｎ
Ｉ
─
０
０
６
７
）
に
は
、
頁
上
部
に
使
用
者
の
書
き
込
み
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
【
図
版
13
】。

道
長
が
栄
華
を
き
は
め
、
勢
い
に
ま
か
せ
て
増
長
し
た
の
を
に
く
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
を
受
容
し
た
人
物
の
感
想
を
示
す
興
味
深
い
「
生
の
」
資
料
で
あ
る
。

歴
史
教
科
書
執
筆
に
お
い
て
、
藤
原
道
長
と
い
う
人
物
は
、「
専
権
」「
専
横
」「
驕
侈
」「
奢
僭
」「
驕
僣
」
と

い
う
言
葉
で
評
価
さ
れ
た
。
そ
の
評
価
は
、『
大
日
本
史
』
や
『
国
史
略
』
を
は
じ
め
と
す
る
江
戸
時
代
の
歴
史

書
を
引
用
し
、
次
に
『
小
右
記
』
な
ど
の
日
記
史
料
、『
栄
華
物
語
』『
大
鏡
』
な
ど
の
説
話
文
学
、
即
ち
道
長
が

生
き
た
時
代
に
近
い
歴
史
史
料
を
引
用
し
、
そ
れ
ば
か
り
か
、
道
長
と
対
照
的
な
「
忠
臣
」（
実
資
）
を
取
り
上

げ
る
こ
と
で
、
道
長
の
評
価
を
相
対
的
に
貶
め
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
批
判
の
方
法
は
、
必
ず
し
も
道
長
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
平
清
盛
の
場
合
、『
大

日
本
史
』
や
『
日
本
外
史
』
を
素
材
と
し
て
清
盛
を
「
横
暴
」
と
評
価
し
て
い
く
中
で
、そ
の
対
照
的
な
「
忠
臣
」

と
し
て
嫡
男
・
重
盛
を
描
く
。
教
科
書
の
中
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
鹿
ヶ
谷
事
件
」
に
際
し
、
清
盛
と
彼
を
諫
止
す

る
重
盛
と
が
対
峙
す
る
場
面
が
挿
絵
と
し
て
象
徴
的
に
描
か
れ
て
い
る
【
図
版
14
】

（
２
２
）。

現
在
で
は
、
平
安
時
代
史
・
摂
関
時
代
史
研
究
の
進
展
を
背
景
に
事
実
修
正
が
行
わ
れ
、
加
え
て
さ
ま
ざ
ま
な

展
覧
会
で
の
『
御
堂
関
白
記
』
の
公
開
を
う
け
、
藤
原
道
長
と
い
う
人
物
の
評
価
は
少
し
ず
つ
見
直
さ
れ
て
き
て

【図版12】
『小学校用日本歴史　後編』第二

（
18
）

（
19
）

（
21
）

（
20
）

【図版13】『尋常小学国史』上巻

（
22
）



六
〇

●
近
代
歴
史
教
科
書
に
お
け
る
藤
原
道
長
の
評
価
●

六
一

い
る
が
、
そ
の
余
波
は
現
在
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
例
え
ば
、
藤
原
道
長
の
時
代
の

歴
史
事
実
を
構
築
す
る
場
合
、
主
と
し
て
引
用
さ
れ
た

の
は
、藤
原
実
資
の
日
記
『
小
右
記
』
や
『
栄
華
物
語
』

『
大
鏡
』な
ど
の
説
話
文
学
で
あ
っ
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、

道
長
自
身
の
日
記
で
あ
り
、
し
か
も
自
筆
で
遺
る
『
御

堂
関
白
記
』
が
引
用
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
古
写
本
し

か
遺
ら
な
い
『
小
右
記
』
が
重
視
さ
れ
た
の
は
、
内
容

の
豊
富
さ
や
解
り
や
す
さ
な
ど
も
関
係
し
て
い
る
だ
ろ

う
が

（
２
３
）、
江
戸
時
代
の
歴
史
書
や
明
治
以
降
の
教
科
書
に

お
け
る
道
長
・
実
資
に
対
す
る
評
価
も
大
き
く
影
響
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
論
は
、
藤
原
道
長
の
人
物
評
価
の
背
景
を
探
る
史

料
を
提
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
筆
者
の
立
場
か
ら
い
え

ば
、
真
の
道
長
の
評
価
を
行
う
に
は
、
彼
の
自
筆
日
記

『
御
堂
関
白
記
』
に
根
差
し
た
研
究
こ
そ
が
最
重
要
課

題
で
あ
る
と
い
え
る
が

（
２
４
）、
本
論
が
そ
の
基
礎
作
業
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

〔
注
〕

（
１
）『
図
説
教
科
書
の
歩
み
』「
６
歴
史
」（
日
本
私
学
教
育
研
究
所
、
一
九
七
一
年
）、
山
村
俊
夫
「
明
治
前
期
に
於
け
る
歴
史
教
育
の
動
向
」（『
教
育

会
雑
誌
』
第
10
号
、
一
九
七
六
年
）、
木
全
清
博
「
歴
史
教
科
書
」『
近
代
日
本
の
教
科
書
の
あ
ゆ
み
』（
滋
賀
大
学
附
属
図
書
館
編
・
サ
ン
ラ
イ

ズ
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

（
２
）
例
え
ば
『
高
等
小
学
古
今
事
歴
』
巻
一
（
Ｒ
Ｎ
Ｉ
─
０
０
３
６
）
に
描
か
れ
た
高
橋
松
亭
（
一
八
七
一
〜
一
九
四
五
）
の
挿
絵
【
図
版
２
】
な
ど
は
、

『
前
賢
故
実
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
道
長
の
数
少
な
い
肖
像
画
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。

（
３
）
注
（
１
）
山
村
論
文
参
照
。

（
４
）
倉
本
一
宏
『
三
条
天
皇
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
５
）
山
本
信
吉
「
平
安
中
期
の
内
覧
に
つ
い
て
」『
続
日
本
古
代
史
論
集
』
下
（
坂
本
太
郎
博
士
古
稀
記
念
会
編
、
同
著
『
摂
関
政
治
史
論
考
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
に
再
録
）。

（
６
）
京
都
国
立
博
物
館
『
王
朝
文
化
の
華　

陽
明
文
庫
名
宝
展
』（
二
〇
一
二
年
）
作
品
№
22
。

（
７
）『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
二
年
九
月
十
一
日
条
「
日
来
所
抄
蓮
府
秘
抄
献
内
。」（
平
松
家
本
）。

（
８
）『
大
日
本
古
記
録　

御
堂
関
白
記
』
下
（
岩
波
書
店
、一
九
五
四
年
）、土
田
直
鎮
「
御
堂
関
白
記
解
題
」（
陽
明
文
庫
叢
書
記
録
文
書
篇
第
一
輯
『
御

堂
関
白
記
』
五
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
）
参
照
。

（
９
）
名
和
修
「
陽
明
文
庫
の
沿
革
」（
京
都
国
立
博
物
館
『
王
朝
文
化
の
華　

陽
明
文
庫
名
宝
展
』、
二
〇
一
二
年
）

（
10
）
東
京
国
立
博
物
館
『
宮
廷
の
み
や
び　

近
衞
家
一
〇
〇
〇
年
の
名
宝
』（
二
〇
〇
八
年
）
作
品
№
８
解
説
。

（
11
）
他
に
『
御
堂
関
白
記
』
の
名
称
に
つ
い
て
具
体
的
に
言
及
し
た
も
の
と
し
て
は
、
山
中
裕
「『
御
堂
関
白
記
』
と
藤
原
道
長
の
人
物
像
」（
陽
明
記

録
叢
書
記
録
文
書
篇
第
一
輯
『
御
堂
関
白
記
』
月
報
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
三
・
一
九
八
四
年
）
が
あ
る
。

（
12
）
佐
々
木
恵
介
「
小
右
記
―
藤
原
道
長
に
対
す
る
評
価
・
所
感
の
調
査
―
」（『
歴
史
物
語
講
座
第
七
巻　

時
代
と
文
化
』
風
間
書
房
、
一
九
九
八
年
）

参
照
。

（
13
）
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、倉
本
一
宏
氏
が
従
来
の
「
嫌
が
ら
せ
」
説
を
一
面
的
と
す
る
見
解
を
出
さ
れ
て
お
り
、そ
の
点
に
関
し
て
は
首
肯
し
た
い
。

注
（
４
）
参
照
。
た
だ
し
、
当
日
の
『
御
堂
関
白
記
』
の
記
事
に
お
い
て
、
実
資
、
隆
家
の
欠
席
に
「
好
意
的
な
解
釈
」
と
す
る
の
は
い
か
が
で

【図版14-1】『高等小学歴史』二（RNI-0034）

【図版14-2】『高等小学古今事歴大要』巻一（NIN-0004）

【図版14-3】『小学国史』巻之一（RNI-0050）

【図版14-4】『日本小歴史初歩』上巻（RNI-0061）

（
23
）

（
24
）



六
二

●
近
代
歴
史
教
科
書
に
お
け
る
藤
原
道
長
の
評
価
●

六
三

あ
ろ
う
か
。
一
方
で
は
「
右
大
将
」「
隆
家
中
納
言
」
と
記
し
、
他
方
で
は
「
実
資
」「
隆
家
」
と
記
し
て
お
り
、『
御
堂
関
白
記
』
全
体
の
中
で

公
卿
を
名
前
の
み
で
記
す
こ
と
が
稀
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
道
長
は
彼
ら
二
人
の
行
動
に
相
当
な
不
信
と
不
満
を
抱
い
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
拙
稿
（「
御
堂
関
白
記
人
名
表
記
考
―
記
述
態
度
か
ら
見
た
道
長
の
個
性
―
」『
文
化
學
年
報
』
第
五
六
輯
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

（
14
）
望
月
の
歌
に
つ
い
て
は
、
竹
内
理
三
「「
こ
の
世
を
ば
」
の
歌
を
日
記
に
書
き
と
め
な
か
っ
た
藤
原
道
長
」（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
栄
華
物
語
』

下
巻
月
報
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
。『
竹
内
理
三
著
作
集
第
八
巻　

古
代
中
世
の
課
題
』
角
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
再
録
）、
山
中 

裕
「『
御

堂
関
白
記
』
と
藤
原
道
長
の
人
物
像
」（
陽
明
叢
書
記
録
文
書
篇
第
一
輯
『
御
堂
関
白
記
』
月
報
、思
文
閣
出
版
、一
九
八
三
・
八
四
年
。
同
著
『
平

安
時
代
の
古
記
録
と
貴
族
文
化
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
八
年
、
再
録
）
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
。
両
氏
は
こ
の
歌
が
『
御
堂
関
白
記
』
に
記
さ

れ
な
か
っ
た
意
味
を
、「
誇
り
た
る
歌
に
わ
れ
な
が
ら
照
れ
た
」（
竹
内
）
で
あ
る
と
か
、「
老
年
期
に
入
っ
た
道
長
は
、（
中
略
）
も
う
若
い
と
き

の
よ
う
に
日
記
に
書
き
と
ど
め
る
よ
う
な
ほ
と
ば
し
る
気
持
ち
は
な
か
っ
た
」（
山
中
）
と
述
べ
る
。
近
年
で
は
朧
谷
寿
氏
が
、『
藤
原
道
長
』（
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）
の
中
で
「
泥
酔
し
す
ぎ
て
翌
朝
に
な
っ
て
日
記
に
向
か
っ
た
時
に
思
い
出
せ
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
は
下
種
の

勘
ぐ
り
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
筆
者
は
、「
望
月
の
歌
は
、
彼
が
ほ
ろ
酔
い
気
分
の
ま
ま
即
興
で
詠
ん
だ
歌
で
あ
り
、
案
外
、
日
記
に
記
す

ほ
ど
の
歌
で
は
な
い
、
と
い
う
考
え
か
ら
、
そ
れ
を
書
き
記
さ
な
か
っ
た
だ
け
の
こ
と
」
と
考
え
て
い
る
。
注
（
13
）
拙
稿
参
照
。

（
15
）『
日
本
古
典
全
集　

御
堂
関
白
記
（
下
）』（
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一
九
二
六
年
）「
御
堂
関
白
歌
集
」
参
照
。

（
16
）
注
（
15
）
同
書
「
御
堂
関
白
歌
集
の
後
に
」
参
照
。

（
17
）
注
（
16
）
参
照
。

（
18
）『
御
堂
関
白
記
』
の
書
道
史
上
の
評
価
に
つ
い
て
、
黒
板
勝
美
は
「
全
体
よ
り
見
て
和
様
の
中
に
も
猶
唐
様
を
多
く
存
し
、
温
雅
俊
秀
の
筆
致
を

有
し
て
居
り
、決
し
て
凡
手
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
」
と
評
価
し
て
い
る
（
立
命
館
出
版
部
編
『
御
堂
関
白
記
』「
御
堂
関
白
記
解
説
」、

一
九
三
六
年
）。

（
19
）
思
想
史
面
で
は
、
家
永
三
郎
「
法
成
寺
の
創
建
に
関
す
る
文
献
」「
法
成
寺
の
創
建
」（『
上
代
仏
教
思
想
史
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
六
六
年
。『
家

永
三
郎
集
２
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
、
再
録
）、
美
術
史
面
で
は
、
清
水
擴
『
平
安
時
代
仏
教
建
築
史
の
研
究
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一

九
九
二
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
20
）『
紫
式
部
日
記
』
冒
頭
「
秋
の
け
は
ひ
入
り
た
つ
ま
ま
に
、
土
御
門
殿
の
あ
り
さ
ま
、
い
は
む
か
た
な
く
を
か
し
」
と
い
う
寛
弘
五
年
秋
の
土
御

門
第
の
記
録
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
21
）「
政
所
政
治
」
論
は
、
土
田
直
鎮
「
摂
関
政
治
に
関
す
る
二
、
三
の
疑
問
」（『
日
本
史
の
研
究
』
三
三
、
一
九
六
一
年
。
同
著
『
奈
良
平
安
時
代

史
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
、
再
録
）
に
よ
り
、
現
在
で
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）
こ
の
重
盛
の
諫
止
は
、『
平
家
物
語
』
に
取
材
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
横
手
雅
敬
・
元
木
泰
雄
・
勝
山
清
次
『
日
本
の
中
世
８
院
政
と
平
氏
、
鎌

倉
政
権
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

（
23
）
黒
板
氏
は
、「
日
記
は
腹
蔵
す
る
所
を
率
直
に
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
己
の
意
図
に
任
せ
て
執
筆
さ
れ
る
結
果
、
自
然
語
句
に
前
後
を

生
ず
る
こ
と
ゝ
も
な
り
、
当
然
上
に
返
る
べ
き
所
を
そ
の
ま
ゝ
読
み
下
し
に
書
い
た
り
、
返
ら
な
く
て
も
よ
い
所
を
返
っ
た
り
、
又
文
字
の
措
き

所
を
誤
っ
た
り
す
る
こ
と
ゝ
も
な
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）か
ゝ
る
事
は
道
長
が
自
ら
執
筆
し
て
行
っ
た
跡
を
そ
の
ま
ゝ
示
し
て
い
る
も
の
で
、却
っ

て
研
究
上
興
味
の
多
い
所
で
あ
る
」
と
、
指
摘
し
て
い
る
。
注
（
18
）
参
照
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
検
証
さ
れ
ぬ
ま
ま
に
き
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
24
）
注
（
13
）
拙
稿
参
照
。

（
25
）
和
本
・
教
科
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
蒐
集
経
緯
に
つ
い
て
、
現
段
階
で
把
握
で
き
て
い
る
事
実
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
京
都
市
内
に
あ
る
Ａ
古
書
店

へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、
観
峰
は
、
丸
物
百
貨
店
（
京
都
市
下
京
区
）
で
開
催
さ
れ
た
古
書
市
を
期
に
京
都
に
住
居
を
構
え
、
本
格
的
な

古
書
蒐
集
を
開
始
す
る
。
京
都
本
部
を
開
設
し
た
の
が
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
で
あ
る
の
で
、
恐
ら
く
そ
れ
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

当
館
収
蔵
の
ち
り
め
ん
本
四
一
冊
七
二
件
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
う
ち
一
六
件
は
、
東
京
（
六
件
）、
大
阪
（
四
件
）、
京
都
（
六
件
）
で
購
入
し

た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
の
中
、
京
都
市
内
の
Ｂ
古
書
店
に
確
認
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
一
九
八
七
年
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
「
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｊ
連
合

古
書
店
」
に
て
大
量
の
古
書
を
購
入
し
た
こ
と
、
お
そ
ら
く
そ
の
時
に
Ｂ
古
書
店
が
扱
う
ち
り
め
ん
本
を
購
入
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
回
答

で
あ
っ
た
。
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付
、
観
峰
館
収
蔵
歴
史
（
日
本
史
）
教
科
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

観
峰
館
で
は
、
約
二
四
〇
〇
件
、
六
〇
〇
〇
冊
の
教
科
書
を
収
蔵
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
教
科
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、『
観

峰
館
収
蔵
品
図
録
〈
総
合
編
〉』
に
て
三
五
件
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
目
録
の
公
表
化
は
未
だ
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ

で
こ
の
機
会
に
、
歴
史
（
日
本
史
）
教
科
書
の
目
録
に
つ
い
て
新
た
に
整
理
し
、
広
く
研
究
者
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
本

論
の
末
尾
に
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
目
録
化
さ
れ
た
順
番
に
よ
り
、
Ｒ
Ｎ
Ｉ
、
Ｒ
Ｒ
Ｅ
、
Ｒ
Ｔ
Ｉ
、
Ｎ
Ｉ
Ｎ
、
Ｔ
Ｓ
Ｎ
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。
Ｒ
Ｎ

Ｉ
群
は
明
治
初
期
よ
り
昭
和
二
十
年
代
ま
で
の
教
科
書
を
網
羅
、
Ｒ
Ｒ
Ｅ
は
明
治
時
代
の
一
般
歴
史
書
、
Ｒ
Ｔ
Ｉ
は
歴
史
付
図
、
後

に
追
加
で
目
録
化
さ
れ
た
小
学
校
使
用
教
科
書
の
Ｎ
Ｉ
Ｎ
群
、
中
学
校
使
用
教
科
書
の
Ｔ
Ｓ
Ｎ
群
、
新
た
に
従
来
外
国
史
に
分
類
さ

れ
て
い
た
Ｒ
Ｇ
Ａ
一
件
を
加
え
た
、
合
計
一
三
三
件
、
三
九
七
冊
を
ま
と
め
た
リ
ス
ト
で
あ
る
。

な
お
収
集
経
緯
に
つ
い
て
は
不
詳
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
多
く
は
全
国
の
古
書
店
よ
り
購
入
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る

（
２
５
）。
ま

た
裏
表
紙
な
ど
に
遺
る
所
有
者
の
記
録
よ
り
、
い
ず
れ
の
地
方
で
使
用
さ
れ
た
も
の
か
推
測
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
多
く

は
東
京
、
京
都
、
大
阪
を
は
じ
め
兵
庫
、
愛
知
、
三
重
、
島
根
な
ど
、
全
国
各
地
で
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
【
図
版
15
】。

（
25
）

【図版15-5】『小学校用日本歴史　後編』

【図版15-4】『小学校用日本歴史
　前編』（RNI-0040）

【図版15-3】『翻刻日本略史』四
（RNI-0015）

【図版15-1】『翻刻師範学校編輯
日本略史』上

【図版15-2】『師範学校編輯
日本略史』下（RNI-0008）

【図版15-7】『高等小学歴史』壱
（NIN-0033）

【図版15-8】『民主主義』上
（TSN-0006）

【図版15-6】『小学校用日本
歴史後編』最終頁（RNI-0041）
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【図版16-1】『帝国小史乙号』巻之一下（RNI-0043）

【図版16-2】『小学国史』巻之一（RNI-0050）【図版16-5】『校正日本小史』上（RNI-0026）

【図版16-6】『初等日本歴史』上巻（RNI-0035） 【図版16-3】『増訂小学日本史略』巻上（NIN-0020）

【図版16-4】『訂正古今紀要』巻一（NIN-0029）

【図版17-1】『小学校用歴史』四
内閣諸大臣肖像（RNI-0030）

【図版17-3】『高等小学古今事歴』巻二　ハリス来日
（RNI-0036）

【図版17-4】『皇国史要』下巻　維新の功臣（RNI-0045）

【図版17-2】『初等日本歴史』上巻
清少納言（RNI-0035）
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観
峰
館
収
蔵
　
歴
史
（
日
本
史
）
教
科
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目
録

資
料
番
号

タ
イ
ト
ル

出
版
地

著
編
者
名

学
制

出
版
者（
社
）

発
行
者（
社
）

出
版
発
行
年

内
訳

寸
法（
cm
）
冊
数

RN
I-0001

日
本
略
史（
二
・
三
・
四
）

─
笠
間
益
三

─
─

鳩
居
堂（
神
戸
）

松
村
九
兵
衛（
大
阪
）ほ
か

明
治
初
期

二
、三
、四

各
17.0×

11.8
3

RN
I-0002

師
範
学
校
編
輯
日
本
略
史（
上
・
下
）

山
梨

木
村
正
辞
編
/那
珂
通
高
訂

小
学
校

功
力
孝
太
郎

藤
屋
機
右
衛
門
ほ
か

明
治
８
年

上
、下

各
22.0×

15.0
2

RN
I-0003

師
範
学
校
編
輯
日
本
略
史（
上
・
下
）

三
重
・
兵
庫
木
村
正
辞
編
/那
珂
通
高
訂

小
学
校

加
藤
長
平（
上
）、鳩

居
堂（
下
）

─
明
治
８
年

上
、下

各
21.5×

14.7
2

RN
I-0004

翻
刻
師
範
学
校
編
輯
日
本
略
史（
上
・
下
）

滋
賀

木
村
正
辞
編
/那
珂
通
高
訂

小
学
校

小
川
儀
平
、沢
宗
次
郎

─
明
治
９
年

上
、下

各
21.4×

14.8
2

RN
I-0005

翻
刻
師
範
学
校
編
輯
日
本
略
史（
上
）

大
阪

木
村
正
辞
編
/那
珂
通
高
訂

小
学
校

岡
本
仙
助

─
明
治
８
年

上
20.2×

14.8
1

RN
I-0006

師
範
学
校
編
輯
日
本
略
史（
上
）

大
阪

木
村
正
辞
編
/那
珂
通
高
訂

小
学
校

大
野
木
市
兵
衛

─
明
治
９
年

上（
2）

各
20.9×

14.4
2

RN
I-0007

師
範
学
校
編
輯
日
本
略
史（
上
・
下
）

和
歌
山

木
村
正
辞
編
/那
珂
通
高
訂

小
学
校

児
玉
林
兵
衛

─
明
治
８
年

上
、下

各
20.3×

14.3
2

RN
I-0008

師
範
学
校
編
輯
日
本
略
史（
下
）

大
阪

木
村
正
辞
編
/那
珂
通
高
訂

小
学
校

─
─

明
治
初
期

下
20.0×

14.0
1

RN
I-0009

師
範
学
校
編
輯
翻
刻
日
本
略
史（
下
）

大
阪

木
村
正
辞
編
/那
珂
通
高
訂

小
学
校

梅
原
亀
七
翻
刻

─
明
治
11年

下
20.8×

14.2
1

RN
I-0010

翻
刻
師
範
学
校
編
輯
日
本
略
史（
上
）

大
阪（
堺
）
木
村
正
辞
編
/那
珂
通
高
訂

小
学
校

近
江
佐
平
、北
邨
佐
平
、

鈴
木
久
三
郎
、鈴
木
支
廛
翻
刻

─
明
治
11年

上
21.8×

14.8
1

RN
I-0011

師
範
学
校
編
輯
日
本
略
史（
下
）

大
阪（
堺
）
木
村
正
辞
編
/那
珂
通
高
訂

小
学
校

「
四
書
堂
合
梓
」

─
明
治
11年

下
21.3×

14.5
1

RN
I-0012

翻
刻
日
本
略
史（
一
〜
四
）

大
阪

笠
間
益
三

─
松
村
九
兵
衛
ほ
か

陸
軍
文
庫

明
治
12年

一
〜
四

各
17.3×

11.8
4

RN
I-0013

翻
刻
日
本
略
史（
一
〜
四
）

大
阪

笠
間
益
三

─
文
刻
堂（
寺
田
栄
助
）

細
川
清
助
ほ
か

明
治
13年

一
〜
四

各
18.2×

12.8
4

RN
I-0014

新
撰
日
本
略
史（
一
〜
四
）

東
京

笠
間
益
三
編
輯
/近
藤
瓶
城
訂
正
─

中
近
堂（
中
島
精
一
）

慶
応
義
塾
出
版
社

明
治
13年（

二
〜
四
）

明
治
15年
再
版（
一
）

一
〜
四

各
22.3×

14.8
4

RN
I-0015

翻
刻
日
本
略
史（
四
）

愛
知

笠
間
益
三

─
亀
頭
平
兵
衛
ほ
か

─
明
治
12年

四
18.1×

12.6
1

RN
I-0016

国
史
略
訓
蒙（
一
・
三
・
四
）

京
都

安
富
国
民

─
佐
々
木
惣
四
郎
、藤
井
孫
兵
衛

─
明
治
７
年

一
、三
、四

各
18.5×

12.8
3

RN
I-0017

啓
蒙
国
史
略（
前
編
一
〜
五
）（
後
編
六
〜
十
）

東
京

大
槻
東
陽

─
何
不
成
社
蔵
梓

袋
屋
亀
次
郎

鳥
屋
儀
三
郎（
前
編
）

明
治
７
年

前
編
一
〜
五
、

後
編
六
〜
十

各
18.3×

12.6
10

RN
I-0018

近
事
紀
略（
一
〜
四
）

京
都

石
津
賢
勤

─
─

北
村
四
郎
兵
衛
、辻
本
仁
兵
衛
、

田
中
治
兵
衛

明
治
８
年

一
〜
四

各
22.1×

15.2
4

RN
I-0019

日
本
史
略（
上
・
下
）

東
京
・
大
阪
上
羽
勝
衛

小
学
校

岡
田
丈
助（
東
京
）

柳
原
喜
兵
衛（
大
阪
）

─
明
治
８
年
、

明
治
12年
再
版

上
・
下（
各
2）

各
22.2×

15.2
4

RN
I-0020

国
史
覧
要（
巻
十
三
十
四
）

東
京

棚
谷
元
善

─
─

─
明
治
時
代

巻
十
三
十
四

22.4×
14.9

1

RN
I-0021

校
正
国
史
覧
要

（
巻
一
二
・
五
六
・
七
八
・
九
十
・
十
一
十
二
・
十
五
十
六
）

東
京

棚
谷
元
善

─
篠
崎
竹
次
郎
、岩
本
三
二

萬
蘊
堂
、魁
文
堂

明
治
９
年

巻
一
二
、五
六
、七
八
、九
十
、十
一

十
二
、十
五
十
六

各
22.0×

14.8
6

RN
I-0022

続
皇
朝
戦
略
編（
一
〜
五
）

東
京
・

名
古
屋
・

京
都
・
大
阪
高
見
猪
之
輔

─
前
川
源
七
郎

北
島
茂
兵
衛
ほ
か

明
治
９
年

一
〜
五

各
22.2×

15.2
5

RN
I-0023

校
刻
古
今
紀
要（
一
・
二
・
四
）

埼
玉

川
島
梅
坪
編
/重
野
成
斎
閲

─
晩
翠
楼（
川
島
楳
坪
）

長
島
為
一
郎

明
治
14年

一
、二
、四

各
21.8×

14.8
3

RN
I-0024

小
学
国
史
略（
二
・
三
）

東
京

近
藤
瓶
城
編

─
中
島
精
一

中
近
堂

明
治
16年

二
、三

各
22.0×

14.7
2

RN
I-0025

増
定
小
学
日
本
史
略（
巻
上
・
下
）

東
京

福
羽
美
静
・
重
野
安
繹
校
閲
/

伊
地
知
貞
馨
著

小
学
校

伊
地
知
貞
馨

石
川
治
兵
衛

明
治
16年
三
刻

明
治
19年
四
刻

巻
上
・
下（
各
3）

各
22.3×

14.7
6

RN
I-0026

校
正
日
本
小
史（
上
・
中
・
下
）

東
京

大
槻
文
彦

尋
常
中
学

柳
原
喜
兵
衛
、三
木
佐
助

牧
野
善
兵
衛
ほ
か

明
治
20年
再
版

上（
3）、中（

2）、下
各
22.2×

15.2
6

RN
I-0027

増
補
日
本
政
記（
一
〜
八
）

大
阪

頼
山
陽

─
頼
又
次
郎

田
中
太
右
衛
門
、

和
田
治
郎
兵
衛
、岡
田
茂
兵
衛

明
治
９
年

一
〜
八

各
18.4×

12.8
8

RN
I-0028

日
本
文
明
史
略（
首
巻
）

東
京

物
集
高
見

中
学
校

師
範
学
校

文
部
省
編
輯
局

─
明
治
19年

首
巻

23.1×
15.4

1

RN
I-0029

初
学
必
読
史（
全
）

東
京

堤
正
勝
編

─
堤
正
勝

金
港
堂

明
治
19年

22.1×
14.9

1
RN
I-0030

小
学
校
用
歴
史（
二
〜
四
）

東
京

辻
敬
之
・
福
地
復
一
合
著

─
辻
敬
之

普
及
舎

明
治
20年

二
、三
、四

各
22.5×

14.7
3

RN
I-0031

小
学
歴
史（
巻
一
）

東
京

小
幡
篤
次
郎

尋
常
小
学

金
港
堂
書
籍
株
式
会
社

金
港
堂
書
籍
株
式
会
社

明
治
20年

巻
一

22.2×
14.7

1
RN
I-0032

新
撰
小
学
歴
史（
巻
上
）

東
京

藤
本
真
編
述
/依
田
百
川
校
正

尋
常
小
学

阪
上
半
七

阪
上
半
七

明
治
21年
訂
正
出
版

巻
上

22.4×
14.9

1
RN
I-0033

小
学
校
用
日
本
歴
史（
巻
之
上
・
中
・
下
）

東
京
・
栃
木
山
県
悌
三
郎

尋
常
小
学

桑
原
三

学
海
指
針
社

明
治
22年
三
版

巻
之
上
・
中
・
下（
各
2）

各
22.9×

15.2
6

RN
I-0034

高
等
小
学
歴
史（
二
・
三
）

大
阪

文
部
省
編

高
等
小
学

文
部
省
大
臣
官
房
図
書
課

大
日
本
図
書
株
式
会
社

明
治
24年

二
、三

各
22.8×

15.2
2

RN
I-0035

初
等
日
本
歴
史（
上
巻
）

東
京

栗
田
寛
閲
/今
泉
定
介
著
/

河
邨
墨
稼
書
/武
内
桂
舟
画

尋
常
小
学

大
橋
新
太
郎

博
文
館

明
治
25年

上
巻

22.5×
15.0

1

資
料
番
号

タ
イ
ト
ル

出
版
地

著
編
者
名

学
制

出
版
者（
社
）

発
行
者（
社
）

出
版
発
行
年

内
訳

寸
法（
cm
）
冊
数

RN
I-0036

高
等
小
学
古
今
事
歴（
巻
一
・
二
）

東
京

田
中
登
作

高
等
小
学

辻
太（
巻
一
）

沼
尻
為
作（
巻
二
）

普
及
舎（
辻
太
）（
巻
一
）

同（
辻
敬
之
）（
巻
二
）

明
治
26年
訂
正
再
版

（
巻
一
）

明
治
25年
出
版（
巻
二
）

巻
一
、巻
二

各
22.4×

14.7
2

RN
I-0037

国
史
要
略（
巻
之
一
・
巻
之
三
・
巻
之
四
）

東
京

大
槻
如
電

─
小
林
清
一
郎

集
英
堂（
小
林
八
郎
）

明
治
26年

巻
之
一
、巻
之
三
、巻
之
四

各
22.7×

15.1
3

RN
I-0038

高
等
小
学
日
本
歴
史（
巻
一
〜
四
・
附
録
）

大
阪
・
東
京
森
孫
一
郎

高
等
小
学

松
村
九
兵
衛（
巻
一
〜
四
）

谷
口
黙
次（
附
録
）

松
村
九
兵
衛

明
治
26年（

巻
三
）

明
治
27年
訂
正
再
版

（
巻
一
、二
、四
）

明
治
29年（

附
録
）

巻
一
〜
巻
四
、附
録

各
22.5×

15.0
5

RN
I-0039

日
本
小
歴
史（
上
・
下
巻
）

東
京

天
野
為
之

高
等
小
学

橘
磯
吉

小
野
英
之
助

明
治
27年
訂
正
三
版

上
巻（
2）、下

巻
各
22.5×

14.7
3

RN
I-0040

小
学
校
用
日
本
歴
史
前
編（
第
一
〜
三
）

東
京

金
港
堂
編
集
部
編

高
等
小
学

（
第
一
年
・
第

二
年
）

金
港
堂
書
籍
株
式
会
社

（
日
置
九
郎
）

金
港
堂
書
籍
株
式
会
社

（
原
亮
三
郎
）

明
治
26年

明
治
27年
訂
正
再
版

第
一
〜
三（
各
5）

各
23.0×

15.2
15

RN
I-0041

小
学
校
用
日
本
歴
史
後
編（
第
一
〜
四
）

東
京

金
港
堂
編
集
部
編

高
等
小
学

（
第
三
年
・
第

四
年
）

金
港
堂（
原
亮
三
郎
）

金
港
堂（
原
亮
三
郎
）

明
治
26年

明
治
27年
訂
正
再
版

第
一
〜
四（
各
7）

各
22.5×

14.7
28

RN
I-0042

小
学
校
用
日
本
歴
史
外
編（
巻
一
・
二
）

東
京

金
港
堂
編
集
部
編

高
等
小
学

金
港
堂
書
籍
会
社（
日
置
九
郎
）

金
港
堂
書
籍
会
社（
原
亮
三
郎
）

明
治
26年

巻
一
、二

各
23.0×

15.0
2

RN
I-0043

帝
国
小
史
乙
号（
巻
之
一
上
・
巻
之
一
下
・
巻
之
二
下
）

東
京

山
県
悌
三
郎

尋
常
小
学

文
学
社（
小
林
義
則
）

文
学
社（
小
林
義
則
）

明
治
26年
２
月
発
行

（
巻
之
二
下
）

明
治
26年
12月

訂
正
発
行

（
巻
之
一
上
下
）

巻
之
一
上
、巻
之
一
下
、巻
之
二
下

各
22.3×

14.3
3

RN
I-0044

帝
国
小
史
刪
定
乙
号（
巻
之
一
・
巻
之
二
）

東
京

山
県
悌
三
郎

尋
常
小
学

文
学
社（
小
林
義
則
）

文
学
社（
小
林
義
則
）

明
治
27年
訂
正
再
版

巻
之
一
・
巻
之
二（
各
2）

各
22.0×

14.2
4

RN
I-0045

皇
国
史
要（
上
・
下
巻
）

東
京

勝
浦
鞆
雄

─
吉
川
半
七

吉
川
半
七

明
治
28年
訂
正
三
版

上
巻
、下
巻

各
23.1×

15.3
2

RN
I-0046

増
訂
日
本
小
史（
上
・
下
）

大
阪

大
槻
文
彦

尋
常
中
学

三
木
佐
助

三
木
佐
助
、柳
原
喜
兵
衛

明
治
29年

上
、下

各
22.6×

15.4
2

RN
I-0047

小
学
日
本
歴
史
前
編（
第
一
〜
三
）

東
京

金
港
堂
編
集
部
編

高
等
小
学

（
第
一
年
・
第

二
年
）

金
港
堂
書
籍
株
式
会
社

（
原
亮
三
郎
）

金
港
堂
書
籍
株
式
会
社

（
原
亮
三
郎
）

明
治
27年（

第
二
）

明
治
28年
訂
正
再
版

（
第
一
〜
二
）

明
治
29年
訂
正
三
版

（
第
一
〜
三
）

第
一（
2）、第

二（
3）、第

三
各
22.4×

14.5
6

RN
I-0048

小
学
日
本
歴
史
後
編（
第
一
〜
四
）

東
京

金
港
堂
編
集
部
編

高
等
小
学

（
第
三
年
・
第

四
年
）

金
港
堂
書
籍
株
式
会
社

（
原
亮
三
郎
）

金
港
堂
書
籍
株
式
会
社

（
原
亮
三
郎
）

明
治
29年
訂
正
三
版

第
一
〜
四

各
22.8×

15.1
4

RN
I-0049

小
学
日
本
歴
史
外
編（
第
一
〜
二
）

東
京

金
港
堂
編
集
部
編

高
等
小
学

金
港
堂
書
籍
株
式
会
社

（
原
亮
三
郎
）

金
港
堂
書
籍
株
式
会
社

（
原
亮
三
郎
）

明
治
29年
訂
正
三
版

第
一
、第
二

各
22.7×

15.2
2

RN
I-0050

小
学
国
史（
巻
之
一
〜
四
）

東
京

東
久
世
通
禧

高
等
小
学

国
光
社（
西
沢
之
助
）

国
光
社（
西
沢
之
助
）

明
治
29年
訂
正
五
版

巻
之
一（
3）、二（

2）、三（
2）、四

各
22.4×

14.7
8

RN
I-0051

小
学
国
史
第
三
学
年
用（
巻
之
三
）

東
京

東
久
世
通
禧

高
等
小
学

（
第
三
年
）

西
沢
之
助

国
光
社

明
治
29年
訂
正
五
版

第
三
学
年
用

巻
之
三

22.9×
15.2

1

RN
I-0052

小
学
国
史（
巻
二
・
四
）

東
京

普
及
舎
編
/東
久
世
通
禧
著

尋
常
小
学

普
及
舎（
山
田
禎
三
郎
）

普
及
舎（
山
田
禎
三
郎
）

明
治
33年
訂
正
再
版

巻
二
、四

各
22.4×

14.6
2

RN
I-0053

刪
修
皇
国
小
史（
上
・
中
・
下
の
巻
、付
図
）

東
京

勝
浦
鞆
雄

尋
常
中
学

野
村
宗
十
郎

吉
川
半
七

明
治
31年（

上
、中
、下
）

明
治
30年
訂
正
二
版

（
付
図
）

上
の
巻
、中
の
巻
、下
の
巻
、付
図

各
22.7×

15.3
4

RN
I-0054

修
正
新
撰
帝
国
史
要（
上
・
下
巻
）

東
京

芳
賀
矢
一

尋
常
中
学

厚
信
舎

冨
山
房

明
治
32年
九
版（
上
）

明
治
32年
七
版（
下
）

上
巻
、下
巻

各
22.4×

14.4
2

RN
I-0055

日
本
歴
史
甲
号（
下
巻
）

東
京

前
橋
孝
義

高
等
小
学

厚
信
舎

冨
山
房

明
治
33年
訂
正
再
版

下
巻

22.1×
14.4

1
RN
I-0056

小
学
内
国
史
甲
種（
巻
一
〜
三
）

東
京

新
保
磐
次

高
等
小
学

金
港
堂
書
籍
株
式
会
社

金
港
堂
書
籍
株
式
会
社

明
治
34年
訂
正
再
版

巻
一
〜
三（
各
2）

各
22.2×

15.7
6

RN
I-0057

小
学
内
国
史
補
習（
全
）

東
京

新
保
磐
次

高
等
小
学

金
港
堂
書
籍
株
式
会
社

金
港
堂
書
籍
株
式
会
社

明
治
34年
訂
正
再
版

─
各
22.4×

14.4
3

RN
I-0058

修
正
小
学
内
国
小
史
補
習（
全
）

東
京

新
保
磐
次

高
等
小
学

金
港
堂
書
籍
株
式
会
社

金
港
堂
書
籍
株
式
会
社

明
治
34年
修
正
四
版

─
22.7×

14.9
1

RN
I-0059

新
撰
小
学
国
史
乙
種（
巻
一
）

東
京

教
育
同
志
会
編

高
等
小
学

河
出
静
一
郎

河
出
静
一
郎
、石
井
鈎
三
郎

明
治
34年
訂
正
再
版

巻
一

22.5×
15.0

1
RN
I-0060

新
撰
小
学
国
史
補
習
用（
全
）

東
京

教
育
同
志
会
編

高
等
小
学

河
出
静
一
郎

河
出
静
一
郎
、石
井
鈎
三
郎

明
治
34年
訂
正
再
版
発
行

22.4×
14.8

1

RN
I-0061

日
本
小
歴
史
初
歩（
上
・
下
巻
）

東
京

天
野
為
之

高
等
小
学

（
第
一・第

二
年
）
橘
磯
吉

小
野
英
之
助

明
治
27年

訂
正
三
版

上
巻（
3）、

下
巻（
2）

各
22.5×

14.8
5

RN
I-0062

校
刻
日
本
外
史（
一
〜
二
十
二
）

東
京

頼
山
陽
著
/保
岡
元
吉
校

─
松
平
直
方

─
明
治
12年
五
刻

一
、二
、三
四
、五
六
、七
八
九
、十
十

一
、十
二
十
三
、十
四
十
五
、十
六
十

七
、十
八
十
九
二
十
、二
十
一
、二
十
二
各
22.4×

14.8
12



七
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●
近
代
歴
史
教
科
書
に
お
け
る
藤
原
道
長
の
評
価
●

七
一

資
料
番
号

タ
イ
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ル

出
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出
版
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行
年

内
訳

寸
法（
cm
）
冊
数

RN
I-0063

国
定
第
1期
小
学
日
本
歴
史（
一
〜
三
）

東
京
・
大
阪
文
部
省
編

尋
常
小
学

三
省
堂
書
店
、修
文
館
、国
光
社

三
省
堂
書
店
、修
文
館
、国
光
社

明
治
38年（

一
、二
）

明
治
37年（

三
）

一
〜
三

各
22.0×

14.8
3

RN
I-0064

国
定
第
2期
尋
常
小
学
日
本
歴
史
児
童
用（
巻
一
・
二
）

東
京

文
部
省
編

尋
常
小
学

東
京
書
籍
株
式
会
社

（
原
亮
三
郎
）

大
阪
書
籍
株
式
会
社

（
三
木
佐
助
）

文
部
省
東
京
書
籍
株
式
会
社

（
原
亮
三
郎
）

大
阪
書
籍
株
式
会
社

（
三
木
佐
助
）

大
正
１
年

巻
一
、巻
二

各
22.0×

15.0
2

RN
I-0065

国
定
第
3期
尋
常
小
学
国
史（
上
・
下
巻
）

東
京
・
大
阪
文
部
省
編

尋
常
小
学

東
京
書
籍
株
式
会
社

（
原
亮
三
郎
）

大
阪
書
籍
株
式
会
社

（
三
木
佐
助
）

日
本
書
籍
株
式
会
社

（
大
倉
保
五
郎
）

文
部
省
　
東
京
書
籍
株
式
会
社

（
原
亮
三
郎
）

大
阪
書
籍
株
式
会
社

（
三
木
佐
助
）

日
本
書
籍
株
式
会
社

（
大
倉
保
五
郎
）

大
正
９
年（
上
）、

大
正
10年（

下
）、

大
正
15年（

下
）

上
・
下
巻（
各
2）

各
22.1×

14.9
4

RN
I-0066

国
定
第
3期
高
等
小
学
国
史（
上
・
下
巻
）

東
京
・
大
阪
文
部
省
編

尋
常
小
学

日
本
書
籍
株
式
会
社

（
大
倉
保
五
郎
）

東
京
書
籍
株
式
会
社

（
石
川
正
作
）

大
阪
書
籍
株
式
会
社

（
三
木
佐
助
）

文
部
省
　
日
本
書
籍
株
式
会
社

（
大
倉
保
五
郎
）

東
京
書
籍
株
式
会
社

（
石
川
正
作
）

大
阪
書
籍
株
式
会
社

（
三
木
佐
助
）

昭
和
２
年（
上
、下
）、

昭
和
５
年（
下
）

上
・
下
巻（
各
3）

各
22.1×

15.0
6

RN
I-0067

国
定
第
4期
尋
常
小
学
国
史（
上
・
下
巻
）

東
京
・
大
阪
文
部
省
編

尋
常
小
学

大
阪
書
籍
株
式
会
社

（
三
木
佐
助
）

東
京
書
籍
株
式
会
社

（
石
川
正
洋
）

文
部
省
　
大
阪
書
籍
株
式
会
社

（
三
木
佐
助
）

東
京
書
籍
株
式
会
社

（
石
川
正
洋
）

昭
和
９
年（
上
）、

昭
和
10年（

上
）、

昭
和
15年
修
正
発
行（
下
）
上
・
下
巻（
各
3）

各
21.0×

15.2
6

RN
I-0068

国
定
第
5期
小
学
国
史（
上
・
下
巻
）

大
阪

文
部
省
編

尋
常
小
学

大
阪
書
籍
株
式
会
社

（
三
木
佐
助
）

文
部
省
　
大
阪
書
籍
株
式
会
社

（
三
木
佐
助
）

昭
和
15年

上
巻
、下
巻

各
21.0×

15.0
2

RN
I-0069

初
等
科
国
史（
上
・
下
巻
）

東
京

文
部
省
編

国
民
学
校

東
京
書
籍
株
式
会
社

（
井
上
源
之
丞
）

日
本
書
籍
株
式
会
社

（
大
橋
光
吉
）

文
部
省
　
東
京
書
籍
株
式
会
社

（
井
上
源
之
丞
）

日
本
書
籍
株
式
会
社

（
大
橋
光
吉
）

昭
和
18年

上
巻
、下
巻

各
21.0×

14.9
2

RN
I-0070

く
に
の
あ
ゆ
み（
上
・
下
）

東
京
・
大
阪
文
部
省
編

国
民
学
校

東
京
書
籍
株
式
会
社

（
井
上
源
之
丞
）

大
阪
書
籍
株
式
会
社

（
中
井
利
正
）

文
部
省
　
東
京
書
籍
株
式
会
社

（
井
上
源
之
丞
）

大
阪
書
籍
株
式
会
社

（
中
井
利
正
）

昭
和
21年

上
・
下（
各
2）

各
21.0×

15.0
4

RN
I-0071

日
本
の
歴
史（
下
）

東
京

文
部
省
編

中
等
学
校

明
和
印
刷
株
式
会
社

文
部
省

中
等
学
校
教
科
書
株
式
会
社

昭
和
21年

下
21.0×

15.0
1

RN
I-0072

日
本
の
歴
史

東
京

文
部
省
編

高
校
2・3学

年
用
明
和
印
刷
株
式
会
社

文
部
省
　
東
京
図
書
株
式
会
社

（
小
松
謙
助
）

昭
和
27年

20.8×
14.7

1

N
IN
-0001

翻
刻
再
版
日
本
略
史（
上
）

岐
阜

太
田
謹

─
岡
安
慶
介（
岐
阜
）

─
明
治
10年
再
版

23.0×
15.5

1

N
IN
-0002

官
版
史
略（
二
・
三
・
四
）

兵
庫

文
部
省
編

─
文
部
省

高
田
政
七

明
治
時
代

支
那
、西
洋
上
、

西
洋
下

各
22.0×

15.5
3

N
IN
-0003

明
治
新
史（
一
〜
三
・
五
）

滋
賀

北
川
舜
治

─
北
川
舜
治

石
田
忠
兵
衛
、柳
原
喜
兵
衛

明
治
９
年

一
〜
三
、五

各
19.0×

13.0
4

N
IN
-0004

高
等
小
学
古
今
事
歴
大
要（
巻
一
・
二
）

東
京

田
中
登
作

高
等
小
学

沼
尻
為
作

普
及
舎（
辻
敬
之
）

明
治
25年
初
版

明
治
26年
訂
正
再
版

巻
一
・
二

（
各
3、訂
正
再
版
は
2セ
ッ
ト
）

各
22.5×

15.0
6

N
IN
-0005

皇
国
小
史
附
図（
全
）

大
阪

勝
浦
鞆
雄

尋
常
中
学

野
村
宗
十
郎

吉
川
半
七
、松
村
九
兵
衛

明
治
29年

明
治
30年
訂
正
再
版

各
23.0×

15.5
3

N
IN
-0006

小
学
内
国
史
甲
種（
巻
一
〜
三
）

東
京

新
保
磐
次

尋
常
小
学

金
港
堂
書
籍
株
式
会
社

（
原
亮
一
郎
）

金
港
堂
書
籍
株
式
会
社

（
原
亮
一
郎
）

明
治
34年
訂
正
再
版

巻
一
〜
三

各
22.0×

14.5
3

N
IN
-0007

帝
国
小
史
乙
号（
巻
之
一
上
・
下
、巻
之
二
上
・
下
）

東
京

山
県
悌
三
郎

尋
常
小
学

小
林
義
則

文
学
社

明
治
25年（

巻
一
）

明
治
26年（

巻
二
）

巻
之
一
上
・
下
、巻
之
二
上
・
下

各
22.0×

15.0
4

N
IN
-0008

国
定
第
1期
小
学
日
本
歴
史（
一
〜
三
）

東
京
・
大
阪
文
部
省
編

尋
常
小
学

三
原
松
印
刷
所（
三
原
松
外
吉
）

修
文
館（
鈴
木
常
松
）ほ
か

大
橋
新
太
郎
、文
部
省
ほ
か

明
治
37年
、

明
治
38年

一（
3）、二（

3）、三（
2）

各
22.0×

15.5
8

N
IN
-0009

国
定
第
2期
尋
常
小
学
日
本
歴
史
児
童
用（
巻
一
・
一
・
二
）
東
京

文
部
省
編

尋
常
小
学

日
本
書
籍
株
式
会
社

（
大
倉
保
五
郎
）

文
部
省

大
正
１
年
修
正
出
版

一（
2）、二

各
22.0×

15.5
3

N
IN
-0010

尋
常
小
学
国
史
附
図
第
五
学
年
用

東
京

帝
国
初
等
教
育
会
編

尋
常
小
学

（
第
五
学
年
用
）
古
田
市
郎
平

鐘
美
堂
書
店

大
正
11年

一
22.5×

15.0
1

N
IN
-0011

国
定
第
5期
初
等
科
国
史（
下
）

東
京

文
部
省
編

国
民
学
校

大
阪
書
籍
株
式
会
社

文
部
省

昭
和
19年
修
正
発
行

下
21.0×

15.0
1

資
料
番
号

タ
イ
ト
ル

出
版
地

著
編
者
名

学
制

出
版
者（
社
）

発
行
者（
社
）

出
版
発
行
年

内
訳

寸
法（
cm
）
冊
数

N
IN
-0012

尋
常
小
学
国
史
絵
図（
下
巻
）

東
京

中
村
孝
也
監
修
/小
堀
鞆
音
・

尾
竹
竹
坡
・
尾
竹
国
観
監
修
・
画

尋
常
小
学

（
第
六
学
年
用
）
学
習
社（
西
村
辰
五
郎
）

学
習
社

昭
和
14年

修
正
十
二
版

下
巻

22.0×
15.0

1

N
IN
-0013

増
訂
改
定
小
学
日
本
歴
史
附
図
尋
常
六
年
用

東
京

萩
野
由
之
閲
/浅
田
多
門
編

尋
常
小
学

武
田
福
蔵

武
田
交
盛
館

大
正
６
年
２
月

22.0×
15.0

1
N
IN
-0014

国
定
小
学
日
本
歴
史
問
答

大
阪

歴
史
研
究
会
編

尋
常
小
学

田
中
宋
栄
堂

─
明
治
44年

19.0×
13.0

1

N
IN
-0015

訂
正
増
補
国
定
小
学
日
本
歴
史
附
図
児
童
用

大
阪

歴
史
研
究
会
編

尋
常
小
学

園
田
藤
三
郎
、山
田
元
吉

田
中
宋
栄
堂

（
田
中
太
右
衛
門
、大
塚
宇
三
郎
）

明
治
40年

増
訂
発
行

22.5×
15.0

1

N
IN
-0016

校
刻
古
今
紀
要（
一
・
二
・
三
）

埼
玉
・

東
京
・
大
阪
川
島
梅
坪
編
/重
野
成
斎
閲

─
晩
翠
楼（
川
島
浩
）

長
島
為
一
郎
、吉
川
半
七
、

松
村
九
兵
衛

明
治
14年

一（
2）、二（

3）、三
各
22.0×

15.0
6

N
IN
-0017

小
学
諳
誦
十
詞（
完
）

東
京

小
学
校

辻
氏
蔵
板

須
原
屋
茂
兵
衛
ほ
か

明
治
６
年

22.5×
15.0

1
N
IN
-0018

日
本
略
史
教
授
解（
上
・
下
）

大
阪

高
橋
恕
閲
/村
田
馥
著

─
鹿
田
静
七

松
雲
堂

明
治
10年

上
、下

各
28.5×

12.5
2

N
IN
-0019

新
撰
小
学
国
史
　
補
習
用（
全
）

大
阪
・
岐
阜
教
育
同
志
会
編

高
等
小
学

河
出
静
一
郎

石
井
鈎
三
郎

明
治
34年
再
版
発
行

22.5×
15.0

1

N
IN
-0020

増
定
小
学
日
本
史
略（
巻
上
）

東
京

福
羽
美
静
・
重
野
安
繹
校
閲
/

伊
地
知
貞
馨
著

小
学
校

伊
地
知
貞
馨

石
川
治
兵
衛

明
治
16年
第
三
版

上
22.5×

15.0
1

N
IN
-0021

帝
国
小
史
　
甲
号（
巻
之
一
・
巻
之
二
）

東
京

山
県
悌
三
郎

尋
常
小
学

小
林
義
則

文
学
社

明
治
25年（

一
）

明
治
26年
訂
正
発
行（
二
）
巻
之
一
、巻
之
二

各
22.5×

14.0
2

N
IN
-0022

師
範
学
校
編
輯
日
本
略
史（
上
・
下
）

京
都
・
鳥
取
木
村
正
辞
編
/那
珂
通
高
訂

小
学
校

小
川
金
助（
飾
磨
）

横
山
安
治
郎（
鳥
取
）

中
西
嘉
助（
京
都
）

龍
淵
堂（
鳥
取
）

明
治
８
年
、

明
治
９
年

上
・
下（
各
2）

各
22.5×

15.0
4

N
IN
-0023

小
学
内
国
史
甲
種（
巻
三
）

東
京

新
保
磐
次

尋
常
小
学

金
港
堂
書
籍
株
式
会
社

金
港
堂
書
籍
株
式
会
社

明
治
34年
訂
正
再
版

巻
三

23.0×
15.0

1

N
IN
-0024

新
撰
小
学
歴
史（
巻
下
）

東
京

藤
本
真
編
述
/

依
田
百
川
校
正

尋
常
小
学

阪
上
半
七

阪
上
半
七

明
治
21年
訂
正
出
版

巻
下

22.5×
15.0

1

N
IN
-0025

刪
修
皇
国
小
史（
上
の
巻
・
中
の
巻
）

東
京

勝
浦
鞆
雄

尋
常
中
学

吉
川
半
七

吉
川
半
七

明
治
31年
訂
正
再
版

上
の
巻
、中
の
巻

各
23.0×

15.0
2

N
IN
-0026

国
史
紀
要（
巻
中
）

大
阪

岡
本
監
輔

尋
常
小
学

成
美
堂（
三
浦
源
助
）

石
井
鉤
三
郎

明
治
21年

訂
正
第
三
版

巻
中

22.5×
15.0

1

N
IN
-0027

帝
国
小
史
甲
号（
巻
之
一
・
巻
之
二
）

東
京

山
県
悌
三
郎

尋
常
小
学

文
学
社（
小
林
義
則
）

文
学
社（
小
林
義
則
）

明
治
26年
訂
正
発
行

巻
之
一
、巻
之
二

各
22.5×

15.0
4

N
IN
-0028

帝
国
小
史
乙
号（
巻
之
一
上
・
巻
之
二
上
）

東
京

山
県
悌
三
郎

尋
常
小
学

文
学
社（
小
林
義
則
）

文
学
社（
小
林
義
則
）

明
治
25年（

巻
之
一
）

明
治
26年（

巻
之
二
）

巻
之
一
上
、巻
之
二
上

各
22.5×

14.5
2

N
IN
-0029

訂
正
　
古
今
紀
要（
巻
一
）

埼
玉

川
島
梅
坪
編
/重
野
成
斎
閲

─
晩
翠
楼（
川
島
浩
）

長
島
為
一
郎（
埼
玉
）

吉
川
半
七（
東
京
）

明
治
18年

巻
一

23.0×
15.0

1

N
IN
-0030

小
学
日
本
史（
三
・
五
・
六
）

大
阪

新
保
磐
次

尋
常
小
学

金
港
堂（
関
幸
吉
）

金
港
堂（
原
亮
三
郎
）

明
治
22年
訂
正
再
版

三（
2）、五

、六
各
22.5×

15.0
4

N
IN
-0031

帝
国
小
史（
全
）第
三
学
年
用

東
京

山
県
悌
三
郎

尋
常
小
学

小
林
義
則

文
学
社

明
治
27年
訂
正
再
版

22.5×
14.5

1
N
IN
-0032

に
ほ
ん
れ
き
し
教
科
書（
上
巻
）

東
京

大
日
本
図
書
株
式
会
社
編

尋
常
小
学

大
日
本
図
書
株
式
会
社

─
明
治
27年

上
22.5×

15.0
1

N
IN
-0033

高
等
小
学
歴
史（
壱
）

東
京

文
部
省
総
務
局
図
書
課
校
正
/

神
谷
由
道
編
輯

高
等
小
学

文
部
省
総
務
局
図
書
課

大
日
本
図
書
会
社

明
治
24年

壱
各
23.0×

15.5
1

N
IN
-0034

く
に
の
あ
ゆ
み（
上
・
下
）

東
京

文
部
省
編

国
民
学
校

大
阪
書
籍
株
式
会
社

文
部
省
、大
阪
書
籍
株
式
会
社

昭
和
21年

上
・
下（
合
本
）

21.0×
15.0

1
T
SN
-0001

中
学
読
本
日
本
外
史
鈔
　
楠
氏

大
阪

頼
山
陽

─
大
阪
活
版
製
造
所（
谷
口
黙
次
）

柳
原
喜
兵
衛
ほ
か

明
治
31年

楠
氏

22.0×
15.0

1

T
SN
-0002

新
修
日
本
史

東
京

東
京
大
学
文
学
部
内
史
学
会
編
/

宝
月
圭
吾
著

中
学
校

山
川
出
版
社

山
川
出
版
社

昭
和
32年

21.0×
15.0

1

T
SN
-0003

日
本
の
歴
史

東
京

文
部
省
編

中
学
校

中
教
平
版
印
刷
所

中
等
学
校
教
科
書
株
式
会
社

昭
和
24年
修
正
発
行

21.0×
15.0

1

T
SN
-0004

に
ほ
ん
れ
き
し
教
科
書（
上
巻
）

東
京

大
槻
磐
渓

尋
常
中
学
校

尋
常
師
範
学

校
川
崎
佐
吉

小
川
尚
栄
堂（
小
川
寅
松
）

明
治
45年
十
六
版

前
編
、後
編

各
22.5×

15.0
2

T
SN
-0005

近
古
史
談（
前
編
・
後
編
）

大
阪

大
槻
磐
渓

尋
常
中
学
校

尋
常
師
範
学

校
鈴
木
常
松

積
善
館

明
治
40年（

38）、
明
治
44年（

45）、
大
正
４
年（
51）

前
編
・
後
編（
各
3）

各
22.5×

15.0
6

T
SN
-0006

民
主
主
義（
上
・
下
）

東
京

文
部
省
編

中
学
校

二
葉
印
刷
株
式
会
社

教
育
図
書
株
式
会
社

昭
和
23年（

上
）

昭
和
24年（

下
）

上
、下

各
21.0×

15.0
2

T
SN
-0007

日
本
歴
史
地
図
増
訂
改
版

東
京

三
省
堂
編
輯
所
編

中
学
校

師
範
学
校

高
等
女
学
校

実
業
学
校

三
省
堂

三
省
堂

昭
和
９
年
修
正
四
版

─
23.0×

15.0
1

T
SN
-0008

中
等
教
科
日
本
歴
史
地
図
初
級
用

東
京
・
大
阪
藤
田
明

尋
常
中
学

小
島
長
蔵

宝
文
館

大
正
５
年
訂
正
再
版

─
22.3×

15.2
1




